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今月のカバー

ナミヤ雑貨店の奇蹟

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

103,083人
49,343人
53,740人

45,558世帯
448.33㎢ 

平成29年11月１日現在（前月比）
・人口／
・男性／ 
・女性／
・世帯／
・面積／

（＋ 47）
（＋ 38）
（＋    9）
（＋ 52）

◎上映時間（129分）
　①10時～　②13時～　③16時～　④19時～
　※12月29日（金）～１月３日（水）は①②のみ上映

◎鑑賞料
　一般／ 1,800円　大学生／ 1,500円 
　高校生以下／ 1,000円　60歳以上／ 1,000円
問リナシティかのや　☎0994-35-1001

「東
ひがし

野
の

圭
けい

吾
ご

史上、最も泣ける感動作」と高い支持を
受ける小説が映画化！悪事を働いた敦也が幼馴染み
と忍び込んだ古い家。そこはかつて店主・浪

なみ

矢
や

雄
ゆう

治
じ

が悩み相談を請け負ったナミヤ雑貨店だった。

明日への

扉
No.37

昭和61年錦江町（旧大根占町）生まれ。鹿屋高校、県立長崎シーボルト
大学（現在は長崎県立大学と統合）看護栄養学部を卒業後、平成21年養
護教諭として県内の小学校に勤務。平成29年３月に退職し、同年４月
株式会社大隅家

や

守
もり

舎
しゃ

（寿３丁目）に就職。（31歳）

人との出会いが
私のエネルギー

03	 	明日への扉	

鈴	真奈美		さん
04	 平成29年度　鹿屋市表彰

06	 	特集	
2017年を振り返る

10	 街フォトスクラップ

12	 県ホルスタイン共進会ダブル受賞

14	 誰でも集まれる「こども食堂」

16	 空き家を適正に管理しましょう

18	 情報掲示板

23	 まちの保健室

24	 市民のひろば

25	 	地域おこし協力隊かのや活動レポート、	
今月のプレゼント

26	 スポットライト

27	 	大人の社会見学	
日本キジ

特
別

割
引

券
割
引
券
を
お
持
ち
の
人
は
30
0円

（
高
校
生
以
下
は
20
0円
）を
割
引し
ま
す
。

※
60
歳
以
上
の
人
は
割
引
対
象
外
で
す
。

ナミヤ雑貨店の

奇蹟

鈴
すず

 真
ま

奈
な

美
み

 さん ダブル・デライト
アイボリー色の花弁の縁に、鮮やかな赤
色の覆

ふく
輪
りん
。早咲きで、雨による花傷みは

少ない。名前は「二重の喜び」の意味で、
美しさとティー系の芳香を楽しめる。

京町通りを飲み歩く「ぶらり京町ガラポンツアー」で進行を
務める鈴さん。にぎやかな京町通りを日常化するため、イベ
ント開催をはじめ、平成30年２月にオープン予定の商業施
設「京町わんど」のテナントの出店希望者の支援にも当たる。

　

大
学
卒
業
後
、
中
学
生
の
時
か
ら
目
標

と
し
て
い
た
養
護
教
諭
と
な
り
、
県
内
の

小
学
校
に
勤
務
し
ま
し
た
。
働
く
中
で
、

「
食
育
」の
大
切
さ
を
知
り
、
個
人
的
に
勉

強
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
生
産
者

と
つ
な
が
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
芽
生

え
、「
食
」
の
イ
ベ
ン
ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
次
第
に
イ
ベ

ン
ト
そ
の
も
の
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
も
面
白
さ
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
い

つ
か「
食
育
」
と
地
域
を
つ
な
げ
て
何
か

や
り
た
い
…
。
そ
ん
な
時
に
知
っ
た
の

が
、「
鹿
児
島
移
住
ド
ラ
フ
ト
会
議
」
で
し

た
。
こ
れ
は
近
い
将
来
移
住
を
希
望
す
る

人
と
、
移
住
に
積
極
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
提
供
す
る
イ
ベ

ン
ト
。
平
成
28
年
４
月
、
自
分
を
試
し
て

み
た
い
と
思
い
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
自
ら
の
思
い
や
や
り
た
い
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
を

指
名
し
て
く
れ
た
の
が
、
現
在
の
勤
め
先

で
あ
る
鹿
屋
市
の
民
間
ま
ち
づ
く
り
会
社

「
株
式
会
社
大
隅
家
守
舎
」で
し
た
。

　

指
名
さ
れ
て
か
ら
の
１
年
間
は
、
見
識

を
深
め
る
た
め
、
週
末
の
度
に
、
県
内
外

の
各
地
を
飛
び
回
り
、
い
ろ
ん
な
人
に
会

い
、
様
々
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
年
３
月
、
養
護
教
諭
を
退
職
。
大

隅
家
守
舎
へ
転
職
し
た
の
で
す
。

　

会
社
で
の
主
な
業
務
は
、
飲
み
歩
き
ツ

ア
ー
「
ぶ
ら
り
京
町
ガ
ラ
ポ
ン
ツ
ア
ー
」

や
、
参
加
者
同
士
で
一
緒
に
朝
食
を
取
る

「
京
町
あ
さ
の
会
」な
ど
、
京
町
通
り
を
活

性
化
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
の
各

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
月
１
回
城
山
公
園

で
開
催
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト「
食
と
暮
ら
し

の
マ
ル
ク
ト
＠
ア
ッ
ト
お
お
す
み
」
の
運
営
。
こ

の
ほ
か
、
鹿
屋
・
大
隅
の
情
報
発
信
ブ
ロ

グ「
さ
る
っ
が
」の
取
材
・
執
筆
も
行
っ
て

い
ま
す
。
大
変
な
業
務
で
す
が
、
普
通
の

生
活
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
た
り
、
多
く
の
人
に
出

会
え
た
り
す
る
こ
と
が
魅
力
。
学
べ
る
こ

と
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

経
験
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、

学
生
時
代
に
は
い
ろ
ん
な
も
の
を
見
て
、

い
ろ
ん
な
人
に
会
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
感
じ
る
こ
と
が
大
事
だ
な
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
自
分
の
暮
ら
し
を
見
つ
め

直
せ
ば
、
た
く
さ
ん
の
可
能
性
に
気
付
く

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

将
来
の
夢
は
、
や
は
り「
食
育
」
に
よ

る
地
域
づ
く
り
。
自
分
の
食
べ
る
も
の
は

自
分
で
し
っ
か
り
選
べ
る
子
ど
も
た
ち
が

育
つ
よ
う
な
、
ま
た
日
常
の
中
で
子
ど

も
た
ち
が「
食
」
に
関
す
る
ス
キ
ル
や
考

え
方
、
背
景
を
知
れ
る
よ
う
な
、
一
過
性

で
終
わ
ら
な
い
、
地
域
に
根
ざ
し
た
場
を

つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
き
な

目
標
で
す
が
、
鹿
屋
で
実
現
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｍ
か
の
や（
77・２
Ｍ
Ｈ
Ｚ
）

12
月
25
日（
月
）９
時
５
分
か
ら（予定）

鈴 

真
奈
美
さ
ん
が
出
演

～
12 23

１ 12金

土・祝

干し柿
昔、農村ではよく見られた冬の風物詩
ですが、最近ではあまり見かけなくなり
ました。写真は、輝北町の民家の軒先
に吊るしてあった干し柿。先人の知恵
に思いを致すとともに、その美しさに思
わず見とれ、写真に収めました。
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平成29年度

　市では、11月７日に「平成29年度鹿屋市表彰式」を挙行しました。
　この表彰は、鹿屋市表彰規則の規定に基づき、地方自治、教育文化、社会福祉、産業経済、一般篤

とっ

行
こう

の各分
野で活躍され、市政の発展に貢献した人や本市の名誉を高めた人、又は団体を表彰し顕彰するものです。
　今回の表彰で受賞された６人１組１団体をご紹介します。なお、功績は主なものだけを、年齢は11月７日現
在を掲載しています。 問市政策推進課（３階）　☎0994-31-1122

　児玉上前共立病院を開院され、小児科医として地域
住民の健康増進や疾病予防など地域保健医療の向上に
尽力されるとともに、学校医として学校保健行政の推
進に貢献されています。また、鹿屋市医師会副会長等
を歴任され、地域医療の向上に貢献されました。

　72年余りの長きにわたり農業に従事され、第７回全
国和牛能力共進会で農林水産大臣賞を受賞されたほか、
肉用牛飼養農家団体「吾平町肉用牛老いどんが倶

ク

楽
ラ

部
ブ

」
の設立に尽力され、現在も育成牛を購入・飼育するなど、
本市の畜産振興に大きく寄与されています。

　百引校区公民館女性部長や鹿屋市輝北地域婦人団体
連絡協議会会長、鹿屋市地域婦人団体連絡協議会副会
長を歴任され、女性の地位向上に大きく貢献されると
ともに、輝北町教育委員として、教育文化の振興、発
展に大きく寄与されました。

　鹿屋市教育委員会委員として、小中学校の再編や総
合型地域スポーツクラブ育成事業の発展、不登校児童
生徒支援事業や少人数指導支援事業によるきめ細やか
な指導の充実、かのや英語大好き事業の推進など、本
市の教育、文化の向上に大きく寄与されました。

市民表彰（社会福祉）

市民表彰（産業経済）

市民表彰（教育文化）

市民表彰（教育文化）

上
かみ

前
まえ

  琢
たく

磨
ま

さん
（共栄町		86歳）

德
とく

留
どめ

  義
よし

德
のり

さん
（吾平町下名		87歳）

松
まつ

谷
たに

  奈
な

美
み

江
え

さん
（輝北町上百引		76歳）

志
し

村
むら

  正
まさ

子
こ

さん
（海道町		70歳）

鹿屋市表彰

　鹿屋市商店街連絡協議会会長、鹿屋商工会議所副会
頭等を歴任され、本市の商工業振興に貢献されたほか、
株式会社まちづくり鹿屋代表取締役社長として、「リナ
シティかのや」の管理運営や中心市街地活性化に大き
く寄与されました。

　串良町農業委員会委員、鹿屋市農業委員会委員とし
て、農地の適正な管理と有効利用を図り、地域農業の
振興に尽力されるとともに、串良町農業委員会会長、
鹿屋市農業委員会会長を歴任され、本市の農業振興に
大きく貢献されました。

　昭和 51年から現在ま
での長きにわたり、御
夫婦で鹿屋ソフトボー
ルスポーツ少年団指導
者として、1,000 人以
上の団員を献身的に指
導されるとともに、競
技力向上や、スポーツ
による青少年の健全育
成と地域づくりに多大
な貢献をされています。

市民表彰（産業経済）

市民表彰（産業経済）特別表彰

肥
ひ

後
ご

  正
まさ

信
のぶ

さん
（共栄町		77歳）

平
たい

良
ら

  隆
たかし

さん
（串良町上小原		83歳）

新
にい

永
なが

  伸
のぶ

夫
お

さん（79歳）

新
にい

永
なが

  民
たみ

子
こ

さん（76歳）
（打馬２丁目）

第11回全
ぜん

国
こく

和
わ

牛
ぎゅう

能
のう

力
りょく

共
きょう

進
しん

会
かい

日本一奪還  チームかのや

・上
かみ

別
べっ

府
ぷ

  実
みのる

さん

・池
いけ

畑
ばた

  義
よし

人
と

さん

・青
あお

木
き

  春
しゅん

佑
すけ

さん

・大
おお

久
く

保
ぼ

  勝
かつ

浩
ひろ

さん

・肥
ひ

後
ご

  勝
かつ

也
なり

さん

・藥
やく

師
し

  成
なり

人
ひと

さん

・農
のう

事
じ

組
くみ

合
あい

法
ほう

人
じん

  森
もり

ファーム組
くみ

合
あい

　「第11回全国和牛能力共進会」に本市から県内最多と
なる７頭を出品し、いずれも上位入賞、鹿児島県の団体
賞（日本一）獲得に貢献された「第11回全国和牛能力
共進会日本一奪還チームかのや」を特別に表彰しました。

（右上） 一堂に会して慶びを語り
合う受賞者

（左上） 受賞者を代表してあいさつ
する上前琢磨さん

（左下） 受賞を祝して全員で 
万歳三唱

表彰式当日の様子 市民表彰（一般篤行）
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2017年を振り返る  

■
１
月
■

６
日

株
式
会
社
鹿
鳥
食
品
の
工
場
増
設
に
伴
う

立
地
協
定
調
印
式

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の

田た

中な
か

英ひ
で

雄お

選
手
ほ
か
９
選
手
合
宿（
～
13
日
）

７
日

輝
北
地
区
合
同
七
草
祝
い

鹿
屋
市
体
育
協
会
け
い
こ
始
め
式

８
日

鹿
屋
市
成
人
式

鹿
屋
市
消
防
出
初
式

14
日

名
物
あ
い
ら
木
市
祭（
～
15
日
）

20
日

大
隅
半
島
の
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
大
隅
手
帖
」開
始（
～
２
月
26
日
）

21
日

く
し
ら
二
十
三
や
市（
～
22
日
）

22
日

第 

35
回
鹿
屋
市
美
術
展
・
ジ
ュ
ニ
ア
展

（
～
29
日
）

24
日

プ
ロ
野
球
・
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
大や

ま
と和
選
手
・

森も
り

越こ
し

祐ゆ
う

人と

選
手
が
鹿
屋
養
護
学
校
訪
問

25
日

輝
北
地
区
で
市
政
報
告
会
開
催（
２
月
10
日

＝
串
良
地
区
、
２
月
13
日
＝
吾
平
地
区
）

29
日

お
お
す
み
食
の
Ｅエ

ク

ス

ポ

Ｘ
Ｐ
Ｏ

■
２
月
■

１
日

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る

各
種
証
明
書
交
付
開
始

２
日

Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
硬
式
野
球
部
合
宿（
～
４
日
）

５
日

第 
23
回
美
里
あ
い
ら
心
わ
く
わ
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

第
59
回
串
良
町
一
周
駅
伝
大
会

８
日

第
７
回
ま
る
ご
と“
お
お
す
み
”

ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
商
談
会

９
日

肝
属
保
護
区
保
護
司
会
と「
保
護
観
察
に
付

さ
れ
て
い
る
者
の
就
労
支
援
に
関
す
る

協
定
」締
結

13
日

鹿
屋
市
高
校
生
ロ
ボ
ッ
ト
ア
プ
リ
発
表
会

16
日

か
ご
し
ま
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
鹿
屋
市

19
日

中
津
神
社
鉤
引
き
祭

山
宮
神
社
春
祭
り

台
湾
陸
上
競
技
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
合
宿

（
～
３
月
10
日
）

21
日

第 

64
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
で
肝
属
チ
ー
ム
郷
土
入
り

■
３
月
■

１
日

第 

22
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会

で
鹿
屋
市
漁
業
協
同
組
合
青
年
部
が
農
林

水
産
大
臣
賞
受
賞（
～
２
日
）

移
動
店
舗
車「
き
も
つ
き
浪
漫
号
」出
発
式

４
日

串
良
人
旅
立
ち
式

５
日

Ｔ-

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
＠
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
Ｇ
Ａ

石い
し

牟む

禮れ

神
社
春
の
例
祭

７
日

吾
平
町
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

11
日

第
６
回
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
で
つ
な
ぐ

祈
り
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

13
日

鹿
屋
市
漁
業
協
同
組
合
が
巨
大
カ
ン
パ
チ

「
ア
カ
バ
ラ
」を
販
売
開
始

15
日

鹿
屋
平
和
学
習
ガ
イ
ド
・
調
査
員
連
絡
会
が

「
戦
争
体
験
談
集
」を
寄
贈

19
日

旧
大
隅
線
を
走
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

26
日

串
良
地
区
ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
開
始
式

高
隈
山
の
山
開
き

31
日

２
０
１
７
く
し
ら
桜
ま
つ
り（
～
４
月
２
日
）

■
４
月
■

４
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
及
び

地
域
安
全
運
動
出
発
式

５
日

第
21
回
鹿
屋
体
育
大
学
新
入
生
歓
迎
会

８
日

旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
追
悼
式

戦
跡
地（
野
里
国
民
学
校
跡
）
整
備
に
伴
う

遺
族
等
へ
の
お
披
露
目

９
日

輝
北
畜
産
ま
つ
り

14
日
「
川か

わ

原は
ら

園ぞ
の

井い

堰ぜ
き

の
柴
か
け
」
を
市
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定

23
日

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式

霧
島
ヶ
丘
公
園
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

25
日

鳴
之
尾
牧
場
春
の
入
牧

29
日

エ
ア
ー
メ
モ
リ
ア
ル
in
か
の
や
２
０
１
７

（
～
30
日
）

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
７
春（
～
６
月
４
日
）

29
日

輝
北
・
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ

■
５
月
■

３
日

リ
ナ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭

第
10
回
や
ね
だ
ん
芸
術
祭（
～
７
日
）

14
日

第 

29
回
南
日
本
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

IN
き
ほ
く

美
里
マ
ル
シ
ェ

第
６
回
図
書
館
ま
つ
り

24
日

株
式
会
社
タ
ケ
が
高
尾
小
学
校
跡
地
を

活
用
し
て
キ
ク
ラ
ゲ
生
産
開
始

27
日

ひ
ら
ぼ
う
ほ
た
る
の
里
ほ
た
る
祭
り

（
～
６
月
10
日
）

29
日

鹿
屋
市
優
良
工
事
等
表
彰
式
及
び
感
謝
状

贈
呈
式

31
日

鹿
屋
市
防
災
会
議

■
６
月
■

２
日

か
の
や
ば
ら
園
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ナ
イ
ト（
～
４
日
）

８
日

東
亜
建
設
技
術
株
式
会
社
鹿
屋
営
業
所
、
下

村
モ
ー
タ
ー
ス
と「
災
害
時
に
お
け
る
無

人
航
空
機
に
よ
る
情
報
収
集
及
び
救
援
業

務
等
に
関
す
る
協
定
」締
結

17
日

女
子
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
・

有
水
剛
志
さ
ん
に
よ
る
ラ
グ
ビ
ー
教
室

18
日

第
30
回
姶
良
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

21
日

鹿
屋
大
崎
ソ
ー
ラ
ー
ヒ
ル
ズ
合
同
会
社
と

発
電
事
業
に
関
す
る
協
定
締
結

23
日
「
か
の
や
英
語
大
好
き
事
業
」研
究
授
業
公
開

2017年を
振り返る

2017 Event

１月　	阪神タイガースの大和選手、	
森越祐人選手が鹿屋養護学校訪問

プロ野球選手とのキャッチボールやバッティング
練習などに、子どもたちも大いに喜びました。

１月　おおすみ食のＥＸＰＯ
料理研究家・門

かど

倉
くら

多
た

仁
に

亜
あ

氏、フレンチシェフ・
上
かみ

柿
かき

元
もと

勝
まさる

氏が、おおすみの良質な食材を使い、
新メニューをプロデュースしました。

２月　証明書コンビニ交付スタート
マイナンバーカードを使って、セブン-イレブン、
ファミリーマート、ローソンの各コンビニで、住
民票の写し等の交付を開始しました。

２月　高校生ロボットアプリ発表会
平成28年度に開始した「アプリ開発人材育成事
業」で、鹿屋女子高校と鹿屋工業高校の生徒が、
ロボットアプリを開発しました。

　今年は農林商工分野で大きな出来
事がありました。３月には「第22回
全国青年・女性漁業者交流大会」で、
鹿屋市漁業協同組合青年部が最高賞
の農林水産大臣賞を受賞。７月には、
かのやばら大使の「C&K」によるふる
さと納税制度とタイアップしたライ
ブを開催。９月には「第11回全国和
牛能力共進会」で、本市から出品し
た７頭を含む鹿児島県が団体賞を獲
得。10月には、C&Kの橋渡しで、栃
木県小山市と連携協定を締結するな
ど、鹿屋市が全国にPRされる１年に
なりました。
　また、各種証明書のコンビニ交付
開始、リナシティかのやバス待合所
のリニューアル、各地域でのドライ
ブサロン事業開始など、市民生活の
利便性向上が図られました。
　このほか、８月の「ラグビー女子
ワールドカップ」に、本市出身の有

あり

水
みず

剛
ごう

志
し

さんがヘッドコーチとして出場、
９月の「第９回アジアエージグルー
プ選手権（水泳競技の国際大会）」で、
鹿屋東中学校の

にし

小
お

野
の

皓
こう

大
だい

選手が金
メダルを獲得、10月には「えひめ国
体」レスリング競技で、鹿屋中央高校
の坂

さか

野
の

秀
ひで

尭
たか

選手が優勝するなど、ス
ポーツ面でも国内外で目覚しい活躍
がありました。
　そこで、この１年間の主な出来事
などを年表と写真で振り返ります。

３月　旧大隅線を走るサイクリング大会
30年前に廃線になった旧国鉄大隅線跡や鉄道
遺構、市内に残る戦跡などをめぐるサイクリン
グ大会を開催、46人が参加しました。

３月　	鹿屋市漁業協同組合青年部が	
農林水産大臣賞を受賞

「第22回全国青年・女性漁業者交流大会」で、最
高賞の農林水産大臣賞を受賞しました。

４月　	霧島ヶ丘公園にリオデジャネイロ	
オリンピック出場記念モニュメント設置

塚
つか

越
ごし

さくら・内
うち

間
ま

康
こう

平
へい

両選手のオリンピック出場
を記念したモニュメントを設置しました。

４月　	串良町細山田・川原園井堰の	
「柴かけ」を市指定文化財に指定

350年以上前から伝わる「柴かけ」を、市の無形
民俗文化財に指定しました。

５月　	「美里マルシェ」初開催
吾平地区の認知度向上と交流促進を目的に、吾
平物産館で、雑貨や物産品、飲食品などが出品
してマルシェが開催されました。

５月　高尾小学校跡地でキクラゲ生産開始
学校跡地利活用事業の一環として、輝北町市成
の株式会社タケが、高尾小学校の体育館を改修
し、キクラゲの生産を開始しました。
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６月　第６代ローズクィーンかのやコンテスト
一般来場者による投票を初めて実施し、田

た

中
な か

幸
ゆ き

江
え

さん（左）、中
な か

俣
ま た

未
み

来
ら い

さん（右）の２人が「第６
代ローズクィーンかのや」に選ばれました。

６月　有水剛志さんラグビー教室
ワールドカップ出場を決めた女子ラグビー日本
代表ヘッドコーチの、有水剛志さん（鹿屋市出
身）によるラグビー教室が開催されました。

７月　	タイ政府観光庁総裁のユタサック・	
スパソーンさんが28年ぶりに来鹿

「からいも交流」で滞在した南町の榎
えのき

原
は ら

秀
ひ で

則
の り

さん
宅を、28年ぶりに訪問しました。

７月　	外国人市民による弁論大会	
	in	Kanoya・Tarumizu

鹿屋市、垂水市に在住、通勤通学などする外国人
を弁士とした弁論大会を、初めて開催しました。

８月　	燃ゆる感動かごしま国体鹿屋市実行委
員会設立総会・第１回総会

2020年の国体開催に向けて、市民・関係団体・
行政からなる準備体制が発足しました。

８月　リナシティまるごと博物館
「かのやばら大使」に就任した中小野田智己さん

の指導碁や、郷土芸能公演などが行われ、リナ
シティかのやが１日限りの博物館になりました。

24
日

第
６
代
ロ
ー
ズ
ク
ィ
ー
ン
か
の
や
コ
ン
テ
ス
ト

25
日

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
IN
鹿
屋

30
日

鹿 

屋
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
生

活
協
同
組
合
コ
ー
プ
か
ご
し
ま
と「
地
域

に
お
け
る
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
力

協
定
」締
結

■
７
月
■

１
日

錦
江
湾
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

５
日

外 

国
人
市
民
に
よ
る
弁
論
大
会in Kanoya

・

Tarum
izu

７
日

夏
季
観
光
施
設
開
設
式

２ 

０
１
７
Ⅴ
・
サ
マ
ー
リ
ー
グ
女
子
西
部 

大
会（
～
９
日
）

８
日
「 

Ｃ
＆
Ｋ
」と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
ラ
イ
ブ

９
日

シ
ニ
ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

11
日

松 

竹
芸
能
の
漫
才
コ
ン
ビ「
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
」

に
よ
る「
笑
育
授
業
」開
始

14
日

第
21
回
串
良
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

16
日

第
34
回
肝
属
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

か
の
や
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

18
日

第 

76
回
鹿
屋
市
父
親
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

 （
～
20
日
）

19
日

タ
イ
政
府
観
光
庁
総
裁
の
ユ
タ
サ
ッ
ク
・
ス

パ
ソ
ー
ン
さ
ん
が
28
年
ぶ
り
に
来
鹿

鳴
之
尾
牧
場
畜
魂
祭

22
日

く
し
ら
夏
ま
つ
り
２
０
１
７

23
日

神
野
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
獲
り
大
会

25
日

第
１
回
お
お
す
み
学
校

27
日

星
塚
敬
愛
園
第
39
回
夏
祭
り
納
涼
大
会

30
日

サ 

イ
ク
リ
ン
グ
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
事
業

開
始

■
８
月
■

２
日

美
里
吾
平
新
米
イ
ク
ヒ
カ
リ
出
発
式

３
日

移 

動
図
書
館
車
ほ
た
る
号
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

セ
レ
モ
ニ
ー

４
日

花 

里
・
根
木
原
地
区
ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
開
始
式

10
日

民 

生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年
記
念
鹿

屋
市
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

11
日

か
の
や
夏
祭
り（
～
12
日
）

リ
ナ
シ
テ
ィ
ま
る
ご
と
博
物
館

プ 

ロ
囲
碁
棋
士
の
中な

か

小お

野の

田だ

智と
も

己み

さ
ん
に

か
の
や
ば
ら
大
使
を
委
嘱

15
日

第
22
回
終
戦
記
念
日
の
集
い

18
日

か 

の
や
未
来
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム 

～
平
和
の
花
束
２
０
１
７
～

19
日

鹿
屋
平
和
祈
念
献
茶
式

20
日

美
里
あ
い
ら
夏
祭
り

23
日

燃 
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
鹿
屋
市
実
行
委

員
会
設
立
総
会
・
第
１
回
総
会

24
日

平
成
29
年
度
鹿
屋
市
高
校
生
議
会

30
日

オ 

リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る
水
泳

教
室

31
日

鹿 

屋
市
ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
連
絡
会 

発
足
式
・
第
１
回
連
絡
会

■
９
月
■

５
日

第
26
回
暴
力
追
放
県
民
大
会

７
日

第 

11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
鹿
児
島

県
が
団
体
賞
・
下
堀
町
の
藥
師
成
人
さ
ん

が
第
９
区
で
１
席
を
獲
得（
～
11
日
）

８
日

第 

９
回
ア
ジ
ア
エ
ー
ジ
グ
ル
ー
プ
選
手
権

で
鹿
屋
東
中
学
校
水
泳
部
の

小
野
皓

大
さ
ん
が
４
種
目
で
優
勝
・
２
種
目
で
２

位
を
獲
得（
～
11
日
）

10
日

第
51
回
串
良
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

13
日

リ 

ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
バ
ス
待
合
所
が
移
設

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

14
日

一 

得
！
高
齢
者
ね
ん
り
ん
生
き
活
き
週
間

（
～
22
日
）

18
日

輝
北
４
地
区
公
民
館
敬
老
祝
賀
会
・
運
動
会

20
日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
発
式

23
日

第
65
回
野
里
消
防
大
相
撲
大
会

29
日

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
花
戦
さ
」上
演（
～
30
日
）

30
日

笠
之
原
十
五
夜
大
綱
引
大
祭

■
10
月
■

３
日

か 

の
や
市
乗
合
タ
ク
シ
ー（
天
神
・
船
間
地
区
）

運
行
開
始
式

６
日

鹿
屋
市
総
合
防
災
訓
練

７
日

鹿 

屋
市
子
育
て
支
援
住
宅 

「
桜
ヶ
丘
市
営
住
宅
」上
棟
式

８
日

第 

72
回
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
少
年

男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
74
㎏
級
で
鹿
屋

中
央
高
校
の
坂
野
秀
尭
さ
ん
が
優
勝

９
日

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
か
の
や

第
２
回
輝
北
駅
伝
競
走
大
会

第
８
回
か
の
や
産
業
フ
ェ
ス
タ

14
日

栃 

木
県
小
山
市
と「
小
山
市
・
鹿
屋
市
Ｃ
＆
Ｋ

橋
渡
し
交
流
に
よ
る
連
携
協
定
」締
結

旧 

海
軍
航
空
隊
串
良
基
地
出
撃
戦
没
者 

追
悼
式

21
日

２
０
１
７
鹿
屋
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

22
日

第 

48
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
第
24
回
最
高

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
投
開
票

23
日

第 

３
回
鹿
屋
市
障
が
い
者 

絵
画
作
品
コ
ン
ク
ー
ルAct

展（
～
29
日
）

25
日

平
成
29
年
度
鹿
屋
市
合
同
金
婚
式

28
日

第
48
回
鹿
屋
市
文
化
祭（
～
29
日
）

29
日

平 

成
29
年
度
鹿
児
島
県
茶
業
振
興
大
会
・ 

か
ご
し
ま
お
茶
ま
つ
り
肝
属
大
会

■
11
月
■

１
日

障 

が
い
者
福
祉
施
設「
新し

ん

樹じ
ゅ

楽が
く

園え
ん

」
が
星
塚

敬
愛
園
に
入
居

２
日

第
46
回
串
良
町
文
化
祭（
～
９
日
）

３
日

第
41
回
美
里
あ
い
ら
文
化
祭（
～
５
日
）

お 

お
す
み
Ａ
Ｃ
Ｔ「
大
隅
ア
ー
ト
ラ
イ
ブ
展

～
カ
ミ
は“
す
み
＂に
宿
る
～
」（
～
26
日
）

７
日

平
成
29
年
度
鹿
屋
市
表
彰
式

12
日

星 

の
ふ
る
さ
と
輝
北
ま
つ
り
２
０
１
７

第 

40
回
美
里
あ
い
ら
農
業
祭
・
宮
下
相
撲
大
会

15
日

飯
隈
・
南
地
区
ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
開
始
式

16
日

鹿 

屋
市
内
の
各
郵
便
局
と「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

に
関
す
る
連
携
協
定
」締
結

18
日

か 

の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
７
秋（
～
12
月
10
日
）

19
日

第 

８
回
小
学
校
区
対
抗 

か
の
や
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
駅
伝
大
会

22
日

平
成
29
年
度
鹿
屋
市
戦
没
者
追
悼
式

23
日

第
41
回
鹿
屋
市
農
業
ま
つ
り

第
42
回
く
し
ら
黒
土
祭
り

25
日

第 

17
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
サ
イ
ク
リ

ン
グ
大
会（
～
26
日
）

平
成
29
年
度
お
お
す
み
植
樹
祭

26
日

第
39
回
鹿
屋
市
秋
ま
つ
り
歩
行
者
天
国

第
３
回
か
の
や
薔
薇
王
子
コ
ン
テ
ス
ト

お 

お
す
み
食
と
マ
ル
シ
ェ
の
祭
典 

■
12
月
■

３
日

ヒ 

カ
リ
バ
シ
Ｈほ

う

え

い

Ｏ
Ｕ
Ｅ
Ｉ
点
灯
式 

１d

デ
イ

ay

イ
ベ
ン
ト

吾
平
物
産
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　　　　　　2017年を振り返る  

９月　	リナシティかのやバス待合所が移設・	
リニューアルオープン

ゆとりある待合スペースや授乳室、観光・まち
なか情報コーナーなどが設置されました。

９月　第11回全国和牛能力共進会
本市から出品された７頭は、１席（農林水産大
臣賞）を獲得するなど、鹿児島県の団体賞（総合
優勝）獲得に大きく貢献しました。

10月　栃木県小山市との協定締結式
約15,000人のC&Kファンが見守る中、霧島ヶ丘
公園で協定締結式を実施。締結式後にはC&Kの
ライブが行われ会場は熱気に包まれました。

10月　桜ヶ丘市営住宅上棟
本市で初めてPFI方式により整備する子育て支援
住宅「桜ヶ丘市営住宅（愛称・ハグテラス）」が上
棟。平成30年１月に完成予定です。

11 月　平成 29 年度おおすみ植樹祭
森林・林業功労者表彰などの式典に引き続き、
霧島ヶ丘公園の山麓に、ヤマモモとハナモモの
苗木を植樹しました。

11 月　	おおすみ食とマルシェの祭典	in	Kamino
神野小学校跡地を会場に、おおすみの食材を
使ったランチイベントと、産品などの販売店が
集結したマルシェを開催しました。
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みんなの
イマをパシ

ャ!!

　11月20日、10月に行われた「第34回全九州マスターズ陸上
競技選手権」で好成績を収めた松

まつ
元
もと

博
ひろ

乃
の

さん（高隈小学校勤務）
が市役所を訪問しました。松元さんは、同選手権の女子30 ～
34歳クラスで、60m競走の日本・大会新記録、100m競走の大
会新記録を出し、大会の最優秀選手賞にも選ばれました。松元
さんは「今後も挑戦していきたい」と語っていました。

　11月２日から９日まで、串良公民館などで「第46回串良町
文化祭」が開催されました。舞台発表では、小学生による郷
土芸能、保育園児による遊戯が行われたほか、文化協会など
の団体が日頃の活動成果を披露。また、様々な文化芸術の展
示発表が行われたほか、バザーや秋の図書まつりもあり、会
場周辺は多くの来場者でにぎわいました。

　11月16日、鹿屋市ボウリング協会の鈴
すず

康
やす

孝
たか

さんが市役所
を訪問しました。鈴さんは、10月の「第８回西日本シニアボウ
リング競技大会」の男子シニア部門（50歳～ 64歳）で、大会
新記録で優勝。鈴さんは「『１番でなければ意味がない』とい
う師匠の教えを胸に、結果を残せた。この大会を通過点に、
全日本などさらに上位の大会を目指す」と話しました。

　11月15日、８月に開催された「平成29年度鹿児島県茶品評
会」の深蒸し茶部門で、特別賞及び産地賞を受賞した茶農家及
び関係者が市役所を訪問しました。農林水産大臣賞に池田製
茶の池

いけ
田
だ

三
さぶ

郎
ろう

さん、鹿児島県知事賞に同製茶の池田幸
こう

一
いち

さん、
県経済農協連会長賞に吉

よし
元
もと

秀
ひで

樹
き

さん、県茶生産協会会長賞に
徳
とく

田
だ

洋
ひろし

さんが選ばれ、産地賞は２年ぶりの受賞となりました。

　11月15日、田崎中学校の駅伝チームが市役所を訪問しま
した。これは11月９日に開催された「第30回女子・第66回男
子鹿児島県中学校駅伝競走大会」で、男女ともに優勝したこと
に伴い行われたもの。女子チームは圧倒的な強さで終始トップ
を譲らずゴール。男子チームは最終区でアンカーが５位から逆
転してゴールするなど、感動的なアベック優勝となりました。

マ
ス
タ
ー
ズ
で
日
本

新
・
大
会
新

み
ん
な
が
主
役
に

な
っ
た
文
化
の
秋

大
会
新
記
録
で
優
勝

に
花
を
添
え
る

茶
業
品
評
会
で
特
別

賞
・
産
地
賞
受
賞

田
崎
中
が
駅
伝
で

ア
ベ
ッ
ク
優
勝

　11月３日から５日まで、吾平振興会館で「第41回美里あい
ら文化祭」が行われました。舞台発表では「持田棒踊り」や「そ
ば切り踊り」などの郷土芸能などが披露されたほか、展示発
表ではエコクラフトやトールペイント、書道、小・中学生の作
品などを展示。また、「美里あいら元気市～食の文化祭～」
も同時開催され、多くの来場者が郷土料理を楽しみました。

芸
能
と
食
の
文
化
を

味
わ
う

イベント

　11月17日、かのやばら園で「ばら色ポスト」の設置除幕式が
行われました。これは市内の各郵便局と市の「シティセールス
に関する連携協定」締結により設置されたもので、ばら色（ピ
ンク色）は、かのやばら園をイメージしています。皆さんもこの

「想いを届けるポスト」から、大切な人にメッセージを伝えてみ
てはいかがでしょうか。

　11月12日、吾平振興会館周辺で「第40回美里あいら農業
祭」が開催されました。当日は農産物や食品加工品などの即
売、抽選会や卵のつかみ取りなどのイベントに、多くの来場
者が参加。また、隣接の相撲場では「第119回宮下相撲大会」
も開催され、子どもたちの熱戦に、観客からは大きな声援が
送られていました。

想
い
を
届
け
る

ば
ら
色
ポ
ス
ト

　11月12日、輝北運動場及び輝北コミュニティセンターで、「星
のふるさと輝北まつり2017」が開催され、輝北文化協会会員
による舞台発表や作品展示、地元農産物の販売などが行わ
れました。また、この日は人気演歌歌手・三山ひろしさんによ
る歌謡ステージも催され、会場は市内外からの多くのファン
で、これまでにないほどの盛り上がりとなりました。

星
の
ふ
る
さ
と
で

秋
を
満
喫

イベント 五
感
で
楽
し
む
美う
ま
し
さ
と里
の
秋

　11月19日、霧島ヶ丘公園で「第８回
小学校区対抗かのやローズヒル駅伝大
会」が開催されました。この日は市内の
22小学校区20チームが、13区間21.2
㎞を力走。田崎小学校区チームが２年
ぶり２回目の優勝を果たしました。

校 区の絆を襷
たすき

に込めて
健脚を競う

地域

　11月18日、高隈地区コミュニティ協議
会主催の「盆がま体験」が行われました。
盆がまは、お盆に行われていた伝統行
事。小学生たちは高齢者に習い、かまど
に火を付け、竹で箸やお茶碗を作り、ご
飯と味噌汁を美味しく食べていました。

盆 がまで 
世代間交流

　11月15日、西俣運動広場で「飯隈・
南地区ドライブサロン事業開始式」が
行われました。これは社会福祉法人
愛
あいこうかい

光会の協力により、交通弱者の買い
物支援を中心とした安否確認など行う、
市内で６か所目の生活支援事業です。

飯 隈・南に 
ドライブサロン

地域

イベント

PR保健福祉

訪問

訪問 訪問

訪問

イベントスポーツ
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鹿
屋
農
業
高
校
の
乳
用
牛
は
、
畜
産
動
物
学

科
の
酪
農
専
攻
班
が
育
て
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
は
２
年
生
と
３
年
生
合
わ
せ
て
20
人
。
こ

の
ほ
か
、
１
年
生
も
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
世
話

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

県
共
進
会
出
場
に
当
た
り
、
最
も
力
を
入
れ

た
の
は
、
立
た
せ
方
や
歩
行
な
ど
の
調
教
。
立

た
せ
方
と
は
、
足
4
本
を
き
れ
い
に
そ
ろ
え
て

立
た
せ
る
こ
と
。
足
幅
を
覚
え
さ
せ
る
の
が
大

変
で
し
た
。
牛
は
日
に
よ
っ
て
気
分
が
乗
ら
な

か
っ
た
り
、
お
腹
が
す
い
た
り
し
て
、
全
然
言

う
こ
と
を
き
い
て
く
れ
な
い
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
、練
習
に
集
中
さ
せ
る
の
も
一
苦
労
で
し
た
。

　

な
つ
い
て
く
れ
な
い
と
、
牛
は
な
か
な
か
言

う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

調
教
以
外
の
時
で
も
、
休
日
で
も
、
な
る
べ
く

牛
舎
に
行
っ
て
、
牛
を
な
で
る
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
連
覇
を
自
分
ら
の
世

代
で
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
…
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
大
き
い
共
進
会
で
し
た
が
、
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
獲
得
で
き
た
の
は
毎
日
欠
か
さ
ず
牛

舎
に
通
っ
た
結
果
。本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
も
そ
も
実
家
が
肉
用
牛
農
家
の
私
が
、
酪

農
専
攻
班
を
選
択
し
た
の
は
、
県
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
で
鹿
屋
農
高
の
牛
を
引
く
兄
の
写
真

を
見
て
憧
れ
た
か
ら
。
私
も
兄
と
同
じ
舞
台
で

牛
を
引
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
５
連

覇
を
見
て
、
い
つ
か
自
分
も
牛
を
引
き
た
い
と

思
っ
た
後
輩
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
伝
統
が
ず
っ
と
続
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

私
は
仲
間
た
ち
と「
串
良
町
酪
農
八
人
会
」と

い
う
除じ
ょ

角か
く

グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
の
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
受
賞
は
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
が
協

力
し
合
い
、団
結
し
、胆
力
を
持
っ
て
勝
ち
取
っ

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
受
賞
し
た
牛
は
、

２
年
前
の
全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
は

地
区
予
選
す
ら
進
め
な
か
っ
た
牛
で
し
た
が
、

今
回
、
雪
辱
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

モ
ッ
ト
ー
は
、
牛
を
自
然
に
か
つ
健
康
に
飼

う
こ
と
。
そ
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
牧
草
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
牧
場
で
は
、
県
内
の
一

般
的
な
牧
場
と
比
較
す
る
と
、
２
倍
程
の
牧
草

を
与
え
、配
合
飼
料
は
半
分
に
抑
え
て
い
ま
す
。

し
か
も
牧
草
は
カ
ッ
ト
せ
ず
、
長
い
ま
ま
ロ
ー

ル
に
し
て
給き
ゅ
う

餌じ

し
ま
す
。
こ
れ
は
牛
を
長
生
き

　畜産のまち・鹿屋市。９月に行われた全国和牛能力共進会（宮城県）では、県内最多となる７頭の和牛を出品し、「鹿児島県日
本一」に大きく貢献しましたが、鹿屋市は乳用牛（酪農）も盛んなことでも知られています。県内で乳用牛の飼養頭数が最も多い地
域は、肝属地区（鹿屋市・東串良町）で、県内シェア20％以上を誇ります。
　10月28日、姶良中央家畜市場（霧島市）で行われた「2017年度鹿児島県ホルスタイン共進会」では、鹿屋市からは県内最多とな
る19頭が出品。その結果、経産牛グランドチャンピオン（農林水産大臣賞）に串良町上小原の釘

く ぎ

田
た

武
たける

さんが、未経産牛ジュニア 
チャンピオン（九州農政局長賞）には鹿屋農業高校が５年連続で選ばれました。また、団体賞は鹿児島県酪農協同組合大隅支所（鹿
屋市・東串良町）が７連覇となる受賞。鹿屋の乳用牛にも注目です！

問市畜産課（２階）　☎0994-31-1118

さ
せ
る
秘
訣
。
10
歳
以
上
ま
で
生
き
ら
れ
る
長

命
連
産
の
牛
に
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

共
進
会
へ
の
挑
戦
は
、
後
継
者
に
も
い
い
刺

激
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
三
男
・
智
博

が
働
い
て
い
ま
す
が
、
近
い
う
ち
に
長
男
・
貴た
か

博ひ
ろ

と
次
男
・
光み
つ

幸ゆ
き

も
帰
っ
て
き
て
、
息
子
３
人

と
一
緒
に
酪
農
経
営
を
行
う
予
定
で
す
。
そ
し

て
、
目
指
す
の
は
、
カ
ナ
ダ
で
見
た
素
晴
ら
し

い「
本
物
の
牛
」。
息
子
た
ち
も
皆
、
カ
ナ
ダ

の
牧
場
実
習
を
経
験
さ
せ
た
の
で
、「
本
物
の

牛
」
を
知
っ
て
い
ま
す
。
親
子
共
通
の
目
標
と

言
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
酪
農

の
発
展
と
、
乳
用
牛
の
改
良
を
、
微
力
な
が
ら

追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞（
経
産
牛
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）

「
本
物
の
牛
」を
追
い
求
め
て

右は「ルツクスター・ダミオン・カモミール」を囲む釘田武さん家族（右から三男・智
とも

博
ひろ

さん、妻・千
ち

恵
え

里
り

さん、三男妻・亜
あ

希
き

さん）
左は「KANO・5G・ブライトランド・リザ」を囲む鹿屋農業高校生（左から３年・益

ます

山
やま

竜
りゅう

聖
せい

さん、２年・春
はる

田
た

竣
しゅん

平
ぺい

さん、３年・有
あり

村
むら

大
とも

輝
き

さん）

ダブル受賞・団体優勝を祝う関係者

釘田 武 さん一家
（左から武さん、妻・千恵里さん、 

三男・智博さん・亜希さん夫妻）

鹿屋農業高校
有村 大輝 さん（３年生）

鹿屋農業高校畜産動物学科酪農専攻班の皆さん

約120頭を飼養

県ホルスタイン共進会
ダブル受賞～�鹿屋は乳用牛（酪農）も�

スゴい！～

※経産牛とはお産を経た牛のこと。

九
州
農
政
局
長
賞
受
賞（
未
経
産
牛
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）

牛
舎
に
毎
日
通
っ
た
結
果
の
５
連
覇
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誰でも集まれる

「こども食堂」
西原こども食堂

関
心
が
高
ま
る 

こ
ど
も
食
堂

　
全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
「
こ
ど
も
食
堂
」。
そ
の
正
確

な
数
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

現
在
全
国
で
活
動
す
る
こ
ど
も
食

堂
は
３
０
０
を
超
え
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
10
月
に
は
こ
ど
も
食
堂
に

関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
鹿
児
島
市

内
で
開
催
さ
れ
、
三
反
園
知
事
を

は
じ
め
と
す
る
行
政
や
運
営
団

体
、
福
祉
関
係
者
な
ど
約
３
５
０

人
が
参
加
し
意
見
交
換
が
な
さ
れ

る
な
ど
、
県
内
に
お
い
て
も
関
心

が
高
ま
っ
て
お
り
、
鹿
屋
市
内
で

も
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
食
堂
と
は
？

　
「
こ
ど
も
食
堂
」
に
関
す
る
明

確
な
定
義
や
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
多
く
は
地
域
の
子
ど
も

や
大
人
に
食
事
や
団
ら
ん
の
場
を

提
供
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
ど
も
食
堂
が
誕
生
し
た
当
初

の
き
っ
か
け
は
、
家
庭
環
境
の
多

様
化
に
よ
り
、
１
人
で
食
事
を
す

る
子
ど
も
や
満
足
に
食
べ
ら
れ
な

い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
た
こ

と
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
心
配
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
気
兼
ね
な
く
一
緒
に
食

事
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
の
想
い
か
ら
、
こ
ど
も
食
堂
は

始
ま
り
ま
し
た
。

誰
も
が
集
ま
れ
る
食
堂
に

　
で
は
、
こ
ど
も
食
堂
に
は
ど
の

よ
う
な
人
が
訪
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。右
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
、

様
々
な
世
代
や
国
籍
の
人
が
こ
ど

も
食
堂
に
集
ま
っ
て
食
事
を
す
る

風
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
同
席

し
た
人
と
団
ら
ん
を
し
た
り
、
大

人
に
宿
題
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り

と
、
家
族
以
外
の
人
と
の
交
流
が

自
然
に
生
ま
れ
て
い
る
様
子
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
こ
ど
も
食
堂
は

食
事
の
提
供
だ
け
で
な
く
、
子
ど

も
同
士
や
親
子
、
あ
る
い
は
地
域

の
様
々
な
大
人
た
ち
と
触
れ
合
え

る
、
地
域
の
交
流
の
場
に
も
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

実
際
に
、
現
在
市
内
で
活
動
し

て
い
る
こ
ど
も
食
堂
は
、
対
象
を

子
ど
も
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
大
人

も
来
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

誰
か
と
一
緒
に
食
事
を
し
た
い
独

り
暮
ら
し
の
人
や
、
家
事
や
炊
事

を
た
ま
に
は
休
み
た
い
保
護
者
な

ど
も
訪
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

様
々
な
人
に
支
え
ら
れ
て

　
こ
ど
も
食
堂
の
活
動
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
や
趣
旨
に
賛
同
す

る
個
人
や
企
業
か
ら
の
寄
付
な
ど

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
と
大
人
が
、
わ
け
へ
だ
て

な
く
一
緒
に
食
事
を
と
れ
る
こ
ど

も
食
堂
へ
、
皆
さ
ん
も
一
度
足
を

運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

「みんなで楽しく食事ができますので気軽に来てください」と語る、
代表の野元かなめさん（右から2番目）と食堂の活動を支えるボラン
ティアの皆さん。寄付などで集まった食材をもとに栄養士が献立を
決めるので、バランスのよい料理が提供されます。

　ここ数年、「こども食堂」についてメディアなどで取り
上げられる機会が増えています。こども食堂は、食事や
団らんの場を提供するために定期的に開かれる食堂で
す。いま、ボランティアを中心にその支援の輪が広がっ
ています。ここでは市内で活動する２つのこども食堂と
その取り組みを紹介します。

　しぃちゃん家は、女性４人が発起人となって平成28年
7月に市内で初めてできたこども食堂。夏休みや冬休み
といった学校の長期休みに合わせ開かれます。
　開催日は学童施設が食堂に変身。食事はバイキング形
式で提供され、テーブルには集まった食材によってつく
られた様々な料理が並びます。訪れた人がゆっくりご飯
を食べられるような空間です。

子ども食堂inかのや

「しぃちゃん家
ち

」
 西原こども食堂は、円鏡福祉会・敬心会・二葉福祉会の３

つの社会福祉法人が共同で運営するこども食堂で、ボラン
ティアの協力のもと月2回開かれています。取材した日の献
立は、温かいご飯と味噌汁に、肉じゃがと大根サラダといっ
た健康的な料理。食堂には、近くに住む子どもたちのほか、
親子や高齢者なども訪れます。食事前には子どもたちがス
タッフから勉強を習う姿もあるなど、にぎやかな雰囲気です。

「広がれ、こども食堂の輪！」全国ツアー実行委員会 提供

12/24（日）、1/ 7（日）、3/25（日）、4/ 1（日）、 
夏休み期間の毎週日曜日
11:30 ～ 14:00（入場は13:30まで）
西大手町11-20
幼児：無料、小学生：100円、 
中高生：200円、大人：300円
080-6440-2189（事務局・古里）

開催日

場　所
時　間

連絡先

参加費

毎月第1土曜日の11:30 ～ 13:00（～平成30年3月） 
毎月第1火曜日の17:00 ～ 19:00（平成30年4月～） 
毎月第3火曜日の17:00 ～ 19:00 
※食事提供は12:00 ～、18:00 ～

西原4丁目2-4（西原4丁目さくら会館）
幼児～高校生：無料、大人：200円
090-9728-0640（野元代表）

日　時

場　所

連絡先
参加費

「今度の冬休みも食堂を開きますので、たくさんの人に集まってほし
いです。中高生や大人も歓迎。ブログも公開しています」と語るのは、
事務局の古里なおみさん（右）と川

か わ

添
そ え

順
よ り

子
こ

さん（左）。ほかにも調理や
受付など多くのボランティアが活躍しています。
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増
え
続
け
る
空
き
家

　

高
齢
化
な
ど
の
社
会
的
要
因
を
は

じ
め
、
相
続
や
経
済
的
な
問
題
な
ど

の
理
由
か
ら
、
近
隣
の
住
宅
や
歩
行

者
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
、

管
理
不
全
な
状
態
の
空
き
家
が
近
年

増
加
し
て
お
り
、防
災
、防
犯
、衛
生
、

景
観
等
の
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

木
の
除
去
に
か
か
る
費
用
が
大
き
く

な
り
ま
す
。
遠
方
に
居
住
し
て
い
た

り
、仕
事
が
多
忙
で
あ
っ
た
り
し
て
、

定
期
的
な
管
理
が
難
し
い
場
合
は
、

親
戚
や
管
理
サ
ー
ビ
ス
業
者
に
依
頼

す
る
な
ど
、
適
正
な
管
理
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

市内の空き家数

種別 軒数

管理不全な
空き家数 1,755

利活用可能な
空き家数 585

合計 2,340

※平成29年３月31日現在

　

近
年
、
放
置
さ
れ
た
空
き
家
の
増
加
が
全
国
的
に
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
も
空
き
家
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
放
置
さ
れ
た
空
き
家
が
及
ぼ
す
影
響
を
改
め
て
考
え
、
空
き
家

の
適
正
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
市
安
全
安
心
課（
３
階
）　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
２
４

　

昨
年
度
、
各
町
内
会
の
協
力
の

も
と
実
施
し
た
空
き
家
調
査
で
は
、

市
内
に
あ
る
管
理
不
全
な
空
き
家

は
、
平
成
29
年
３
月
31
日
現
在
、
１
，

７
５
５
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
放
置
し
て
お
く
と
、
倒

壊
や
損
傷
の
ほ
か
、
ご
み
の
不
法
投

棄
、
不
審
者
の
侵
入
、
放
火
な
ど
の

原
因
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
で
き
る
こ
と

	

国
土
交
通
省
住
宅
局
が
実
施
し

た「
平
成
26
年
空あ
き

家や

実
態
調
査
」
に

よ
る
と
、
戸
建
て
空
き
家
の
所
有
者

の
年
齢
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

55
．６
％
を
占
め
、
ま
た
空
き
家
を
取

得
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
52
．３
％

が「
相
続
し
た
」と
し
て
い
ま
す
。

　

居
住
中
か
ら
空
き
家
に
な
っ
た
時

の
こ
と
を
考
え
て
、
相
続
人
へ
の
所

有
者
変
更
登
記
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

登
記
し
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

い
ざ
と
い
う
時
に
、
手
続
き
が
困
難

と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
を
放
置
す
る
と
、

傷
み
が
進
行
し
、
改
修
や
修
繕
、
草

市
の
取
り
組
み

　

市
で
は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

空
き
家
等
対
策
を
進
め
る
た
め
、「
空

家
等
対
策
計
画
」
や「
空
家
等
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
に
基

づ
き
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
や
、
危
険
空
き

家
の
解
体
撤
去
に
対
す
る
助
成
制
度

も
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

空き家を適正に
管理しましょう

管
理
不
全
が
続
く
と 

「
特
定
空
家
等
」に
指
定

　
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法（
空
家
法
）」
に
よ
り
、

空
き
家
の
適
正
な
管
理
は
、
所
有
者

（
所
有
者
死
亡
の
場
合
は
そ
の
相
続

人
）の
責
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

管
理
不
全
な
状
態
の
空
き
家
等
が

原
因
で
、
近
隣
の
住
民
や
通
行
人
等

に
人
的
・
物
的
損
害
を
与
え
た
場
合

は
、
所
有
者
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
管
理
不
全
な
状
態
が
続
く

と
、
空
家
法
に
基
づ
き「
特
定
空
家

等
」と
し
て
措
置
を
受
け
ま
す
。

　

市
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
空
家
法
に

基
づ
き
、
３
軒
を「
特
定
空
家
等
」

と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

「
特
定
空
家
等
」と
は
…
？

　
「
特
定
空
家
等
」は
、
空
家
法
第
２

条
第
２
項
に
よ
り
、
主
に
以
下
の
と

お
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎ 

倒
壊
等
が
著
し
く
、
保
安
上
危
険

と
な
る
恐
れ
の
あ
る
状
態

　
（	

建
築
物
の
倒
壊
、
屋
根
等
の
脱

落
・
飛
散　

な
ど
）

◎	

著
し
く
衛
生
上
有
害
と
な
る
恐
れ

の
あ
る
状
態

　
（	

ご
み
等
の
放
置
や
不
法
投
棄
に
よ

り
、
ネ
ズ
ミ
、
ハ
エ
、
蚊
等
が
発

生
し
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に

支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る　

な
ど
）

◎ 

著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
状
態

　
（	

窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
ま
ま
、
外

壁
が
落
書
き
等
で
大
き
く
傷
ん

だ
り
、
汚
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
場
合　

な
ど
）

◎	

周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る

た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不
適
切

で
あ
る
状
態

　
（	

立
木
の
枝
等
が
近
隣
の
道
路
等

に
は
み
出
し
、
歩
行
者
等
の
通

行
を
妨
げ
て
い
る
場
合　

な
ど
）

所
有
者
の
責
任
で
す
!

「特定空家等」に対する措置

空き家（上の写真）を解体した様子子 どもを持つ親としては、空き家問題に接すると、
もしも何か起こってしまったら…と心配になりま

す。空き家は、子どもたちの「たまり場」になるかもしれ
ませんし、崩れる可能性や、火事になる危険性もあります。
　意識しておきたいのは、私たちも持ち主になるかもし
れないということ。近い将来、空き家になるかもしれな
い家があれば、早いうちから家族で話し合っておくこと
も大事だと思います。
　また、お持ちの空き家をすぐ解体できない場合でも、
せめて扉や窓を施錠するなど、身近にできる対策を心掛
けたいものです。

INTERVIEW

空き家になる前に
話し合っておくことも大事

鹿屋市空家等対策協議会 委員 

宮下 江里香 さん
（ 鹿屋市PTA連絡協議会副会長）

空き家の
適正な
管理は空家法第９条立入調査

空家法第14条第１項助言・指導

空家法第14条第２項勧告

空家法第14条第３項命令

空家法第14条第９項行政代執行

土地の固定資産税等の減
免措置が解除されます。

（最大６倍に増額）

命令に違反した者は
50万円以下の過料が
科せられます。

代執行の費用は、国税滞納と同じ
扱いで、所有者から徴収すること
になります。
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情報掲示板
KAN0YA
Information

情報掲示板
KAN0YA
Information

～今回の注目情報はこの３つ～

KANOYA

Information

ピックアップ
インフォメーション

年末年始のごみの
持ち込みはお早めに

年末は大変混雑します

20ページ

鹿屋女子高校
「キッズビジネスタウン」

の参加者を募集

19ページ

小学生ができる「おしごと体験」

21ページ

かのやばら園クリスマス
ファンタジーナイト2017

幻想的な光に包まれる

「
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
所
」

を
募
集

◎	

内
容
＝
市
健
康
づ
く
り
条
例
に
基

づ
き
、
次
に
掲
げ
る
取
り
組
み
を

推
進
す
る
事
業
所
を
募
集

○	

が
ん
ゼ
ロ
検
診
推
進
員
を
１
人
以

上
置
き
、
市
が
実
施
す
る
連
絡
会

等
へ
参
加

○	

受
動
喫
煙
防
止
の
積
極
的
な
推
進

○	

市
が
実
施
す
る
健
康
づ
く
り
関
係

事
業
へ
の
参
加

○	

毎
年
度
取
組
状
況
を
書
面
で
報
告

◎	

対
象
事
業
所
＝
市
内
の
事
業
所

◎	

応
募
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
登
録
申
請
書
を
直

接
提
出
又
は
郵
送

◎
応
募
期
限
＝
平
成
30
年
1
月
26
日

　
（
金
）

問	
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
０
７

　

鹿
屋
市
北
田
町
11ｰ

６

　

☎
０
９
９
４ｰ
41ｰ
２
１
１
０

平
成
30
年
度
物
品
及
び
業

務
委
託
等
入
札
・
見
積
へ

の
参
加
資
格
申
請
を
受
け

付
け
ま
す

◎	

対
象
者
＝
平
成
29
年
度
に
申
請
し

て
い
な
い
人

※	

今
回
は
追
加
申
請
の
た
め
、
平
成

29
年
度
に
登
録
し
て
い
る
人
は
対

象
外

◎	

申
込
方
法
＝「
平
成
30
年
度
鹿
屋

市
物
品
調
達
等
入
札（
見
積
）
参

加
資
格
審
査
申
請
書
提
出
要
領
」

に
記
載
し
て
あ
る
必
要
書
類
を
直

接
持
参
又
は
郵
送

※	

申
請
書
等
及
び
提
出
要
領
は
、
市

財
政
課
に
直
接
又
は
郵
送
で
請
求

で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

※	

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
92
円

切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
を

同
封

◎	

申
込
期
間
＝
平
成
30
年
１
月
５
日

（
金
）
～
２
月
５
日（
月
）

※
必
着

問
市
財
政
課
契
約
検
査
室（
７
階
）

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
７
８

か
ご
し
ま
国
体
を
Ｐ
Ｒ
！

公
式
ダ
ン
ス
の
指
導
者
等

養
成
講
習
会
の
受
講
者
を

募
集

◎	

内
容
＝
２
０
２
０
年
10
月
に
開
催

さ
れ
る「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま

国
体
・
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
大

会
」
に
向
け
て
制
作
さ
れ
た「
ゆ

め
～
Ｋき
Ｉ
Ｂば
Ａ
Ｉい

Ｙや
Ａ
Ｎん

Ｓせ
Ｅ
～

ダ
ン
ス
」
を
広
く
普
及
し
、
大
会

開
催
へ
の
機
運
を
高
め
る
ダ
ン
ス

募
集
・
申
請

☎

指
導
者
の
養
成
講
習
会

○	

講
師
＝
小
松	

恵
理
子	

氏（
鹿
児

島
女
子
短
期
大
学
教
授
）

◎	

日
時
＝
平
成
30
年
2
月
３
日（
土
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

◎
場
所
＝
市
武
道
館

◎	

対
象
者
＝
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、

学
校
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
福
祉

施
設
等
の
関
係
者
、
ダ
ン
ス
に
関

心
の
あ
る
人

◎
参
加
料
＝
無
料

◎	

準
備
す
る
も
の
＝
室
内
用
運
動
靴
、

運
動
の
で
き
る
服
装

◎
申
込
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

※	

申
込
書
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
に
置

い
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

◎	

申
込
期
限
＝
平
成
30
年
１
月
22
日

（
月
）

問
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
国
体
準
備
室

　
（
５
階
）

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
９

　

℻
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
７
２

か
の
や
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ「
サ
ー
ク
ル
体
験
講

座
」の
参
加
者
を
募
集

◎
内
容
等

◎	

期
間
＝
平
成
30
年
1
月
8
日（
月
・

祝
）
～
3
月
22
日（
木
）

◎	

場
所
＝
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
3
階

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ホ
ー
ル

◎	

対
象
者
＝
18
歳
以
上
の
人

◎
参
加
料

○	

会
員
＝
１
，
５
０
０
円

○	

非
会
員
＝
３
，８
５
０
円（
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
を
含
む
）

◎	

準
備
す
る
も
の
＝
室
内
用
運
動
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

な
ど

※	

３
Ｂ
体
操
の
道
具
及
び
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
は
貸
出
有
り

◎	

応
募
期
間
＝
12
月
20
日（
水
）
～

平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）

◎	

応
募
方
法
＝
市
武
道
館
に
直
接
申

込
問	

か
の
や
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

事
務
局

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

９
９
０
３

「
バ
ラ
の
ま
ち
で
愛
を
育
て

よ
う
！
農
家
縁
結
び
in
か

の
や
」の
参
加
者
を
募
集

◎	

内
容
＝
農
業
体
験
等
を
通
し
て
出

会
い
を
見
つ
け
る
婚
活
イ
ベ
ン
ト

◎	

日
時
＝
平
成
30
年
2
月
10
日（
土
）

10
時
～
11
日（
日
）　

13
時

◎
場
所
＝
霧
島
ヶ
丘
公
園　

な
ど

◎	

対
象
者

○	

男
性
＝
市
内
在
住
の
農
業
後
継
者

又
は
今
後
市
内
で
農
業
を
始
め
よ

う
と
す
る
人
で
、
20
歳
か
ら
49
歳

の
独
身
の
人

○	

女
性
＝
農
業
に
興
味
が
あ
る
20
歳

か
ら
49
歳
の
独
身
の
人

◎	

定
員
＝
50
人（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

◎
参
加
料

○	

男
性
＝
４
，
０
０
０
円

○
女
性
＝
３
，
５
０
０
円

※	

女
性
の
み
宿
泊
費
及
び
4
食
分
の

食
事
代
を
含
む

◎	

応
募
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
、
メ
ー
ル
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ

※	

申
込
書
は
市
農
業
委
員
会
に
置
い

て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

問	

鹿
屋
市
縁
結
び
活
動
実
行
委
員
会

（
市
農
業
委
員
会
事
務
局
内
・
6
階
）

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
１

　

℻
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
９
３
５

　

nougyou@
e-kanoya.net

 

鹿
屋
女
子
高
校 

「
キ
ッ
ズ
ビ
ジ
ネ
ス 

タ
ウ
ン
」の
参
加
者
を

募
集

◎	

内
容
＝
鹿
屋
女
子
高
校
の
生
徒
が

模
擬
的
に
開
設
し
た
街
で
、
小
学

生
が
就
業
体
験
と
消
費
体
験
を
行

い
、
高
校
生
と
協
力
し
な
が
ら
社

会
の
仕
組
み
を
体
験
し
学
べ
る
イ

ベ
ン
ト

◎	

日
時
＝
平
成
30
年
2
月
11
日（
日
・

祝
）　

８
時
30
分
～
14
時
30
分

◎
場
所
＝
鹿
屋
女
子
高
校

◎
対
象
者
＝
市
内
の
小
学
生

※
保
護
者
の
参
加
も
可
能

※	

小
学
１
・
2
年
生
は
保
護
者
同
伴

の
う
え
消
費
体
験
の
み
参
加
可
能

◎	

定
員
＝
３
５
０
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

◎
参
加
料
＝
無
料

◎	

応
募
方
法
＝
鹿
屋
女
子
高
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.satsu 
m

a.ne.jp/kanoyajyoshi/

）
の

応
募
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募

◎	

応
募
期
間
＝
平
成
30
年
1
月
8
日

（
月
・
祝
）
～
26
日（
金
）

問	

鹿
屋
女
子
高
校

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
５
８
４

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

公
式
戦「
鹿
児
島
レ
ブ
ナ
イ

ズ
vs
東
京
エ
ク
セ
レ
ン
ス
」

の
観
戦
者
を
募
集

◎	

内
容
＝
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

Ｂ
３
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
プ
ロ

チ
ー
ム「
鹿
児
島
レ
ブ
ナ
イ
ズ
」

の
、
鹿
屋
市
で
開
催
さ
れ
る
Ｂ
３

リ
ー
グ
公
式
戦

○	

対
戦
相
手
＝
東
京
エ
ク
セ
レ
ン
ス

◎	

日
時

○	

第
１
試
合
＝
平
成
30
年
1
月
13
日

（
土
）　

18
時
～

※
セ
レ
モ
ニ
ー
は
17
時
20
分
～

○	

第
２
試
合
＝
平
成
30
年
1
月
14
日

（
日
）　

14
時
～

※
セ
レ
モ
ニ
ー
は
13
時
20
分
～

◎	
場
所
＝
串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ

◎
料
金

◎	

前
売
券
販
売
所
＝
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

取
扱
店
舗（
セ
ブ
ン
︱
イ
レ
ブ
ン
、

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
店
舗
）

※	

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://t.pia.jp/

）
か
ら
も
購
入

可
能

問
㈱
鹿
児
島
レ
ブ
ナ
イ
ズ

　

☎
０
９
９ｰ

２
０
１ｰ

５
８
１
１

　

講　座　名 曜日 時　間 内　容
リラックスヨガ 月曜日 11:00～12:00 精神及び呼吸を整え、

体の潜在能力を引き出
し無理なくできる体操

ヨガ（昼の部） 火曜日 13:00～14:00
ヨガ（夜の部） 火曜日 20:00～21:00

ソフトエアロビクス 火曜日 19:00～20:00 体脂肪燃焼効果のある
軽快なリズム体操

３Ｂ体操（午前の部） 火曜日 10:30～12:00 ボールやベル等を使用
し、音楽に合わせなが
ら楽しく行う健康体操

３Ｂ体操（昼の部） 木曜日 13:30～15:00
３Ｂ体操（夜の部） 月曜日 19:30～21:00

※各講座とも全８回の体験講座

チケット種別 料金
 １階コートサイド指定（ホーム） 1,800 円

 １階コートサイド指定（アウェー） 1,800 円

 １階リング下指定（ホーム） 1,600 円

 １階リング下指定（アウェー） 1,600 円

 １階自由席 一般　  1,400 円
小中高生 600 円

 ２階自由席 一般　  1,200 円
小中高生 400 円

※チケットは、第１試合・第２試合ごとに発売

Pick up
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◎
そ
の
他
＝
資
料
請
求
は
無
料

問
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９ｰ

２
３
９ｰ

３
８
１
１

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
吾
平
物

産
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

一
時
休
館
し
て
い
た
吾
平
物
産
館

が
、
12
月
３
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
物
産
販
売
の

ほ
か
に
も
、
新
し
く
カ
フ
ェ
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
朝
の
軽
食
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
す
る
な
ど
、
よ
り
利
用
し
や

す
い
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
吾
平
山

上
陵
や
大
隅
広
域
公
園
に
行
く
際
な

ど
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
施
設
開
館
時
間
＝
８
時
～
17
時

○
カ
フ
ェ
＝
８
時
～
11
時
、
14
時
～

17
時

○
レ
ス
ト
ラ
ン
＝
11
時
～
14
時

◎
休
館
日
＝
水
曜
日

※
年
末
年
始
も
営
業

問
市
商
工
振
興
課（
２
階
）

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
４

お
知
ら
せ

放
送
大
学「
平
成
30
年
度

４
月
入
学
生
」を
募
集

◎
内
容
＝
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を

行
う
通
信
制
大
学「
放
送
大
学
」

の
平
成
30
年
度
第
1
学
期
の
入
学

生
を
募
集

※
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
等
約
３
０

０
の
幅
広
い
分
野
の
教
科
有
り

◎
入
学
資
格

○
全
科
履
修
生
＝
高
等
学
校
卒
業
等

の
大
学
入
学
資
格
を
有
す
る
人

○
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
＝
満

15
歳
以
上
の
人

◎
入
学
料
・
授
業
料
等

◎
出
願
期
間

○
第
1
回
＝
平
成
30
年
2
月
28
日

（
水
）ま
で

○
第
２
回
＝
平
成
30
年
3
月
1
日

（
木
）
～
20
日（
火
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
出
願
可
能

年末年始のバス運行・施設開館について

問三州自動車㈱
☎ 0994-65-2258

◎鹿児島中央駅～鹿屋間直行バス・くるりんバスの運行日

※○は通常運行、×は運休　※その他路線バスは12/31（日）〜１/3（水）まで日祝ダイヤ

◎年末年始のごみの持ち込み場所　　※必ず、分別をして搬入してください。

◎年末年始の開所日　　搬入時間＝ 8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30

バスの種類
12月 １月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

鹿児島中央駅～鹿屋間直行バス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

かのやくるりんバス

市街地 ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

輝　北 ○ × × × ○

串　良 ○ ○ × × × ○ ○

吾　平 ○ × ○

ご　み　の　種　類 持ち込み場所 住　所 電話番号
燃やせるごみ・燃やせないごみ・粗大ごみ 肝属地区清掃センター 串良町下小原 3893-8 ☎ 0994-63-0168
資源物 鹿屋市資源センター 下高隈町 4319-1 ☎ 0994-45-2900

センター名
12月 １月

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
肝属地区清掃センター ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
鹿屋市資源センター ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

※太枠は混雑が予想される期間 ◎：臨時開所日　○：開所日　×：閉所日

◎	肝属地区清掃センターに
持ち込みできない主なもの

○消火器、タイヤ、スプリング入りベッド・ソファー
○有害性、危険性、引火性、爆発性のあるもの
○	ごみの処理を困難にし、施設設備機能に支障が生じる
もの
○	新聞紙、雑誌、ダンボール、缶類、ペットボトルなど
の資源物
○リサイクル対象品（家電、パソコン、オートバイ等）
※	長さや大きさ等の搬入基準については、大隅肝属広域
事務組合ホームページ（http://osumikimokou.jp/）に
掲載

◎市鉄道記念館は、年末年始に臨時開館します
市鉄道記念館は、年末年始も休まず開館します。子どもからお年寄

りまで楽しめますのでぜひご利用ください。
○臨時開館日時＝ 12/29（金）〜 1/3（水）　9:00 〜 16:30
問市鉄道記念館　☎ 0994-40-0078

年末年始のごみの持ち込みについて

◎注意点とお願い
○	例年、年末はごみの持ち込みで処分場が混雑し、
場合によっては数時間の待ち時間が予想されます
ので、早めに持ち込んでください。
○	有料指定ごみ袋に入る大きさのごみは、なるべく
ごみステーションをご利用ください。
○	大型車両（4ｔロング等）での持ち込みは控えて
ください。

Pick up

か
の
や
ば
ら
園

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ナ
イ
ト
２
０
１
７

◎
内
容
・
日
時

◎
場
所
＝
か
の
や
ば
ら
園

◎
入
園
料

○
大
人
＝
３
１
０
円

○
小
・
中
・
高
校
生
＝
１
１
０
円

問
か
の
や
ば
ら
園

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

２
１
７
０

市
消
防
団
に
よ
る
年
末
特
別

警
戒
を
実
施
し
ま
す

12
月
25
日（
月
）
か
ら
30
日（
土
）

ま
で
、
市
消
防
団
に
よ
る「
年
末
特

別
警
戒
」を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
年
末
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
火
災
予
防
に
努
め
、
市
民
の
生

命
・
財
産
の
損
失
を
未
然
に
防
止
し
、

地
域
が
明
る
い
新
春
を
迎
え
る
た
め

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
期
間
中
は
、

各
消
防
分
団
に
よ
る
夜
間
の
巡
回
広

報
等
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
次
の
こ
と
に
注

意
し
て「
火
の
用
心
」に
努
め
ま
し
ょ

う
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す

○
逃
げ
遅
れ
防
止
の
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

○
消
火
器
を
設
置
す
る

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
近
所
と
の
協
力

体
制
を
つ
く
る

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製

品
を
使
用
す
る

問
市
安
全
安
心
課（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
４

◎吾平山上陵への臨時シャトルバス及び施設開放

施設名 1/1（月・祝） 1/2（火） 1/3（水）
吾平山上陵 0:00～17:30 7:30～17:30 7:30～17:30
大隅広域公園駐車場
大隅アリーナ駐車場

前日23:00
～17:30 8:30～17:30 8:30～17:30

※吾平山上陵の駐車場は期間中使用不可

　正月３が日に初
はつ

詣
もうで

等で吾平山上陵を訪れる人の安全確保のため、
大隅広域公園及び大隅アリーナから無料のシャトルバスを運行します。

コース 運行日時
大隅広域公園・吾平物産館
⇔吾平山上陵

12/31（日）23:30
～ 1/1（月・祝）3:00

大隅広域公園・吾平物産館・
大隅アリーナ⇔吾平山上陵

1/1（月・祝）～ 1/3（水）
8:30 ～ 17:30

○施設開放日時

問吾平山陵初詣安全対策実行委員会事務局（吾平総合支所産業建設課内）　☎ 0994-58-7257

▲鹿児島中央駅と鹿屋を結ぶ
直行バスは、休まず運行

○シャトルバスのコース・運行日時

イ
ベ
ン
ト

Pick up内　容 ガーデンステージ

12/22（金）
17:30 ～
点灯式（22 日のみ）

17:30 ～ 21:00
飲食ブース、
缶ドルアート、
ローズトレイン

20:00 ～
花火＆イルミネー
ショショー

17:40～ よしむらさおりライブ
18:20～ カワゴエリエライブ
19:00～ 宮井紀

の り ゆ き

行X
ク リ ス マ ス

'mas
　　　   アコースティックライブ

12/23
（土・祝）

18:30～ Ｗ
わ ぐ み

ＡＧＵＭＩ公演
19:30～ ばららファミリー
　　　   ダンスショー

12/24（日）
18:30～ 黒木佑樹ライブ
19:30～ ばららファミリー
　　　   ダンスショー

12/25（月） 18:30～ 英
え い め い

明ライブ

区　分 在学期間 入学料 授業料
全科履修生
大学卒業を

目指す人

4年～
10年 24,000円

１科目
あたり
11,000円選科履修生 1年 9,000円

科目履修生 半年 7,000円

※授業料はテキスト代を含む
※学力試験は無し

（ ）
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問市生活環境課（５階）　☎ 0994-31-1115



情報掲示板
KAN0YA
Information

◎インフルエンザにかかったら、どうすればよいですか？
早めに医療機関を受診し、安静にして睡眠を十分に

とって休養することが大切です。また、お茶やスープ

など飲みたいものでよいので、十分に水分補給してく

ださい。周りの人への感染を防ぐため、不織布製マス

クを着用し、無理をして学校や職場等に行かないよう

にしましょう。

問市保健相談センター　☎0994ｰ41ｰ2110

◎インフルエンザと普通の風邪の違いは？
インフルエンザの特徴は、頭痛・関節痛・筋肉痛・全

身倦
けん

怠
たい

感
かん

等の症状が急速に進行し、38℃以上の高熱が出

ることです。また、まれに、子どもでは急性脳症を、高

齢者や免疫力が低下している人では肺炎等の合併症を発

症し、重症になる場合があります。

インフルエンザのＱ＆Ａ

休日救急当番医・歯科休日急患在宅医12月・1月

肝属東部医師会 診療時間	9:00 ～ 17:00

月　日 医療機関 住　所 電話 (0994）

12月24日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
児玉医院 東串良町川東 63-8522

31日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

1月  7日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

   14日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

鹿屋市医師会 診療時間	8:30 ～ 18:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

12月23日
 おばま医院 寿 2 丁目 42-5235
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

24日
 前田内科 本町 42-2175
 まつだこどもクリニック 西原 2 丁目 52-0507
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

29日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
 えとう小児科 札元 2 丁目 40-3700
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

30日
 伊東クリニック 札元 2 丁目 43-3500
 やのファミリークリニック 寿 4 丁目 43-6248
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

31日
 長﨑内科 笠之原町 43-2195
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 かのや東病院 笠之原町 42-3111

1月  1日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
 えとう小児科 札元 2 丁目 40-3700
 小林クリニック 上谷町 41-0700

2日
 福田病院 寿 3 丁目 43-4191
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 鮫島整形外科病院 寿 1 丁目 43-2535

3日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 まつだこどもクリニック 西原 2 丁目 52-0507
 徳田脳神経外科病院 打馬 1 丁目 44-1119

7日
 鹿屋ハートセンター 札元 2 丁目 41-8100
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 検見崎病院 西原 1 丁目 43-2991

8日
 児玉上前共立病院 寿 5 丁目 43-2510
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

14日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331
 やのファミリークリニック 寿 4 丁目 43-6248
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

平日／午後 5時から夜間救急当番医を案内
※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
※	休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になること
があります。各医療機関にご確認のうえ受診してください。
※	休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌
日はかかりつけの医師などの診療を受けてください。
原則として、投薬期間は通常１日分とします。

鹿屋市歯科医師会 診療時間	9:00 ～ 15:00

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
12月23日 島田歯科 打馬 2 丁目 44-0180

24日 はまち歯科・小児歯科クリニック 札元 2 丁目 43-8461
30日 四季デンタルクリニック 寿 4 丁目 44-1500
31日 吉留歯科医院 旭原町 42-3708

1月 1日 永山矯正歯科医院 西原 4 丁目 40-1182
2日 池田病院歯科 下祓川町 43-6468
3日 西の原歯科 打馬 1 丁目 40-4180
7日 はらぞの歯科 下堀町 40-4118
8日 ひがし歯科医院 田淵町 48-2015

14日 ひらおか歯科 新川町 41-3060

◎大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
☎ 0994-43-0119

インフルエンザにかからないために
○かかりつけ医と相談し、流行前に予防接種を受ける
○飛

ひ

沫
まつ

感染対策としてマスクを着用する
○外出後の手洗い、うがいを徹底する
○室内の湿度を適度に保つ
○十分な休養と栄養をとる
○	人混みや繁華街への不要な
外出を控える

緑
の
募
金
カ
レ
ン
ダ
ー

バ
ザ
ー
展

◎
内
容
＝
全
国
の
企
業
や
団
体
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
販
売

し
、
売
上
を「
緑
の
募
金
」
と
し

て
活
用
す
る
バ
ザ
ー

◎
日
時
＝
12
月
23
日（
土
・
祝
）、
24

日（
日
）　

10
時
～
17
時

◎
場
所
＝
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
鹿
屋
店

問
か
ご
し
ま
緑
の
基
金

☎
０
９
９ｰ

２
２
５ｰ

１
４
２
６

初は
つ

日ひ

と
と
も
に
走
ろ
う
会

◎
内
容
＝
元
日
の
朝
に
開
催
す
る
、

誰
で
も
参
加
が
可
能
な
ラ
ン
ニ
ン

グ
会

◎
日
時
＝
平
成
30
年
１
月
１
日（
月
・

祝
）　

７
時
～

※
受
付
は
６
時
30
分
～

◎
場
所
＝
輝
北
運
動
場

◎
参
加
料
＝
無
料

問
輝
北
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
０
９
９ｰ

４
８
６ｰ

１
１
１
１

内
線
２
２
０
３

◎
日
時
＝
平
成
30
年
１
月
７
日（
日
）

13
時
～

◎
場
所
＝
田
崎
多
目
的
運
動
広
場

※
雨
天
時
は
市
体
育
館

問
市
安
全
安
心
課（
３
階
）

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
４

第
22
回
鹿
屋
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
・

家
庭
教
育
講
演
会

◎
内
容
＝
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
生
か

せ
る
集
中
力
に
つ
い
て
の
講
演
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
発
表
、
社
会
教
育
功

労
者
表
彰　

な
ど

○
講
師
＝
森
健け
ん

次じ

朗ろ
う

氏（
株
式
会

社
集
中
力
代
表
取
締
役
）

◎
日
時
＝
平
成
30
年
１
月
20
日（
土
）

13
時
～
17
時

◎
場
所
＝
市
文
化
会
館

◎
参
加
料
＝
無
料

※
託
児
を
希
望
す
る
場
合
は
１
月
18

日（
木
）ま
で
に
電
話

問
市
生
涯
学
習
課（
６
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

か
の
や
ば
ら
園
新
春
祭
り

◎
内
容
＝
餅
つ
き
大
会
、
振
る
舞
い

餅
、
新
春
演
奏
会（
箏こ
と

の
演
奏
）、

お
正
月
遊
び
コ
ー
ナ
ー　

な
ど

◎
日
時
＝
平
成
30
年
１
月
３
日（
水
）

10
時
～
15
時

※
無
料
入
園
日

◎
場
所
＝
か
の
や
ば
ら
園

問
ロ
ー
ズ
リ
ン
グ
か
の
や

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

８
７
１
８

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま

国
体
開
催
１
０
０
０
日
前

イ
ベ
ン
ト

◎
内
容
＝
２
０
２
０
年
に
県
内
で
開

催
さ
れ
る「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し

ま
国
体
・
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま

大
会
」
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
及
び

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹
介
、
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
除
幕
式　

な
ど

※
内
容
は
一
部
変
更
に
な
る
場
合
有

り
◎
日
時
＝
平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）

10
時
～

※
直
前
に
鹿
屋
市
体
育
協
会
の
け
い

こ
始
め
式
有
り

◎
場
所
＝
市
体
育
館

問
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
国
体
準
備
室

（
５
階
）

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
９

平
成
30
年
鹿
屋
市
成
人
式

◎
日
時
＝
平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）

12
時
～
12
時
50
分

※
受
付
は
11
時
30
分
～

◎
場
所
＝
市
文
化
会
館

◎
対
象
者
＝
平
成
９
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
、
市
在
住
又
は
出
身
の
人

※
案
内
ハ
ガ
キ
が
無
く
て
も
出
席
可

能
◎
参
加
料
＝
無
料

問
市
生
涯
学
習
課（
６
階
）

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

平
成
30
年

鹿
屋
市
消
防
出
初
式

◎
内
容
＝
全
消
防
分
団（
47
分
団
）

が
一
同
に
集
結
し
、
行
進
や
各
種

訓
練
の
披
露
、
表
彰
等
を
行
う
毎

年
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

ウ
イ
ン
タ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

◎
内
容
＝
弦
楽
器
演
奏
グ
ル
ー
プ

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ア
ル
カ
ー
ト
」

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

※
台
風
で
延
期
と
な
っ
て
い
た「
夜

の
秋
の
音
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
代
替

と
し
て
開
催

◎
日
時
＝
12
月
23
日（
土
・
祝
）　

18

時
30
分
～
19
時
30
分

◎
場
所
＝
市
立
図
書
館

◎
参
加
料
＝
無
料

問
市
立
図
書
館

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

９
３
８
０

食
と
暮
ら
し
の
マ
ル
ク
ト

＠
お
お
す
み

◎
内
容
＝
大
隅
の
豊
か
な「
食
」
や

「
暮
ら
し
」を
発
信
す
る
、
月
１
回

の
定
期
マ
ー
ケ
ッ
ト

◎
日
時
＝
12
月
24
日（
日
）　

10
時

～
16
時

◎
場
所
＝
城
山
公
園

問
食
と
暮
ら
し
の
マ
ル
ク
ト
実
行
委

員
会

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

０
５
７
１

まちの
保健室

Health Care
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これを
取材して!!

お気に入りの
場所見つけ
ました !!

誰かに聞いて
ほしい話が
あります…

ちょっと
困っている
ことがある
んだけど…

つ

ながる ひろがる
 

場り語のちま

市民の
ひろば

お手数ですが

62円切手を

お貼りください

８９３ ８５０１

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　「市民のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要
プレゼント

男　・　女

広報誌への感想や、市へのご意見の
ほか、地域のイベントや出来事、お
勧めスポットなど多くの情報もお寄せ
ください。お便りをいただいた方の
中から、抽選で特産品等をプレゼン
トしています。たくさんのご応募をお
待ちしています！
※ 掲載時に、原稿の一部を手直しする

場合もございます。

〒 893-8501  鹿屋市共栄町 20-1
市政策推進課

「市民のひろば」係
  ☎ 0994-31-1123

市民の皆さんからの

お便りを
募集しています

難
病
を
患
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
も
で
き

る
状
態
で
は
な
い
た
め
、
収
入
も

無
く
、
貯
金
を
切
り
崩
し
て
生
活
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
貯
金
も
底
を
つ
き
ま
す
。
身

体
障
が
い
者
の
方
は
手
厚
い
保
護
が
あ
り

ま
す
が
、
鹿
屋
市
は
難
病
患
者
に
対
し
て
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、「
難

病
患
者
福
祉
手
当
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
の

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
難
病
に
苦
し
み
、

生
活
苦
で
生
き
る
希
望
も
持
て
な
い
市
民

が
い
る
と
い
う
事
を
知
っ
て
欲
し
く
て
お
便

り
し
ま
し
た
。
ご
検
討
く
だ
さ
い
。（
匿
名
）

　

難
病
患
者
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

県
が
法
令
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る「
難
病
の

患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
」
が
あ
り
ま
す
。

お
便
り
に
あ
り
ま
す「
難
病
患
者
福
祉
手
当
」

に
つ
い
て
は
、
県
外
の
都
市
部
の
自
治
体
で
実

施
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
県
内
で
は
実

施
し
て
い
る
自
治
体
は
な
い
よ
う
で
す
。「
難

病
患
者
福
祉
手
当
」は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
障

が
い
者
施
策
を
活
用
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
市
福
祉
政
策
課（
☎
０
９
９
４ｰ

31

ｰ

１
１
１
３
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
役
所
本
庁
を
利
用
す
る
際
は
、
後

正
面
側
の
駐
車
場（
南
側
）
を
利
用

し
ま
す
が
、
利
用
し
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

植
木
で
駐
車
場
全
体
を
見
渡
せ
な
い
こ
と

や
、
道
路
側
の
縁
石
で
、
出
入
口
が
分
か

り
に
く
い
こ
と
が
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。
利

用
し
や
す
く
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｋ
さ
ん
・
35
歳
・
女
性
）

　

本
庁
舎
駐
車
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
庁

者
に
安
全
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
構
内

表
示
の
更
新
、
駐
車
場
白
線
の
引
き
直
し
等

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
清
掃
や
定
期
的

な
樹
木
の
剪
定
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
便
り
の
植
木
や
縁
石
に
つ
き
ま
し
て
は
、

構
内
で
の
速
度
抑
制
に
よ
る
事
故
防
止
な
ど

の
た
め
に
設
置
し
て
い
る
も
の
で
す
。
な
お
、

現
在
庁
舎
南
側
駐
車
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
別
館
を
建
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
別
館

を
訪
れ
る
お
客
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
安

全
で
利
用
し
や
す
い
庁
舎（
駐
車
場
）と
な
る

よ
う
、
今
後
も
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
や
パ
ッ
ド
の

使
用
期
限
等
の
チ
ェ
ッ
ク
は
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ざ
と
い
う
時

に
役
に
立
た
な
い
の
で
は
と
心
配
し
ま
す
。

消
火
器
等
は
防
災
等
で
騒
が
れ
て
い
る
の

で
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
が
、
お
飾
り

に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
で
す
。

（
市
民
の
声
直
行
便
よ
り
）

　

本
庁
舎
等
設
置
の
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
者

か
ら
リ
ー
ス
し
て
お
り
、
定
期
的
な
点
検

及
び
消
耗
品
等
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
朝
職
員
が
、
機
器
の
使
用
可
否

を
表
示
す
る
ラ
ン
プ
を
確
認
す
る
な
ど
、
常

に
使
用
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
庁
舎
消
防（
防
災
）設
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
専
門
の
資
格
を
有
す
る
事
業

者
へ
保
守
管
理
及
び
点
検
等
を
委
託
し
て

お
り
、
す
べ
て
の
設
備
に
つ
い
て
、
定
期
的

に
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
法

に
基
づ
き
、
消
防
署
に
よ
る
検
査
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、

庁
舎
内
外
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
防
災
設
備

に
つ
い
て
、
使
用
期
限
や
状
態
を
常
に
把
握

し
、
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

夫
の
転
勤
で
初
め
て
鹿
屋
に
引
越
し

て
き
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
住
む
な
ら

鹿
屋
ら
し
さ
を
知
っ
て
、
鹿
屋
ら
し
い
生
活

を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト

や
雑
誌
を
読
ん
で
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
て
い

ま
す
が
、「
農
家
民
宿
」
が
気
に
な
り
ま
す
。

編
集
後
記
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
鹿

屋
の
魅
力
」
を
見
つ
け
ら
れ
そ
う
な
気
が
し

ま
す
。
鹿
屋
を
知
っ
て
、
他
の
ま
ち
の
友
達

に
も
、
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
Ｏ
・
Ｙ
さ
ん
・
32
歳
・
女
性
）

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
鹿
屋

ら
し
さ
を
見
つ
け
る
た
め
、
い
ろ
ん
な
ツ
ー

ル
に
よ
り
鹿
屋
ら
し
さ
に
つ
い
て
勉
強
さ
れ

て
い
る
中
、
広
報
か
の
や
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
ま
た
、
編
集
後
記
ま
で
ご
覧
い
た
だ
い

た
と
伺
い
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
家
族
で
農
家
民
宿
を
体
験
さ
れ
、「
鹿
屋

の
魅
力
」を
見
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
広
報
か
の
や
で
は
毎
月
い
ろ
ん
な
鹿

屋
の
情
報
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
過
去
の
広
報
か
の
や
も

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
鹿
屋
の
Ｐ

Ｒ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

№287

12Present

かのや活動レポート vol.27

市民のひろばにお便りをくださった方の中から

応募〆切　１月12日（金曜日）

「日本キジ養殖センター小
お

倉
ぐら

」で生産される、とても貴重な日本キジ。
その日本キジが、春の産卵期にだけ産む卵を使用した、濃厚で贅

ぜい

沢
たく

な冷凍プリンです。完全解凍すると濃厚プリン、半解凍ではアイス
クリームのような食感をお楽しみいただけます。今回は、「日本キジ
の卵プリン（冷凍）」６個をセットにして、３名様にプレゼントします。

「日本キジの卵プリン（冷凍）」
をプレゼントします。

※当選者の発表は、賞品引換券の発送をもって代えさせていただきます。

　かのやオフィシャルリポーターの半田
あかりです！
　女性の皆さん必見！11月26日、か
のやばら園で「第３回かのや薔薇王子
コンテスト」が開催されました！
　年齢もキャラクターも全く異なる６人のイケメンが鹿屋のため
に、いろんな意味で一肌脱いでくれました（笑）。審査実技のひと
つ「お姫様抱っこ」では、たくましい腕に簡単にもち上げられて、
司会の私も仕事を忘れてしまいそうになるほどメロメロでした！
　ということで、皆さんぜひ、これからのN

ニ ュ ー

EW王子たちの活躍
に期待してくださいね。

半は
ん
だ田 

あ
か
り 

隊
員

今
回
の
報
告
者

日本キジ
養殖センター小倉
☎	0994-62-3242
鹿屋市串良町
細山田3683-10
※ 営業：9時～ 17時
　（不定休）

25  Kanoya City Public Relations Kanoya City Public Relations  24



編  集  後  記

鹿 屋農業高校の農場に初めて
足を踏み入れました。その

広大な敷地に驚くとともに、生徒
の礼儀正しさと、ひたむきに頑張
る姿を見て、ただただ感心するば
かりでした。多くの人に農高生の
頑張りを知ってほしいです！（前田）

37 年ぶりに宇宙探査機・ボイ
ジャー 1号のエンジンが動

いたことに、ロマンを禁じ得ません。
40年以上前の技術の堅牢さや確実
さ、そして40年以上運用し続ける
NASAの皆さんの頭脳・努力・運用
体制などに頭が下がります。（原田）

温 かい食事と笑顔に出会えるこ
ども食堂。誰かと一緒に食

卓を囲むことは、当たり前のようで、
中々できていないことかもしれませ
ん。誰でも参加・協力できるこども
食堂には、地域での新たな可能性
があると感じました。（田嶋）

ご協力ありがとうございました。

お便り＆メッセージ

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽選・賞品引換券の発送・アンケート統計
以外の目的で使用することはございません。

✂キリトリ線

 スポットライト
    ～地域で頑張

る人たち～

使
っ
て
い
る
大
切
な
お
も
ち
ゃ
が

壊
れ
た
ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う

し
ま
す
か
。「
か
の
や
お
も
ち
ゃ
病
院
」

は
、
子
ど
も
た
ち
の
大
切
な
宝
物
で
あ

る
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
、「
も
の
」の
大

切
さ
を
伝
え
る
活
動
を
行
う
シ
ニ
ア

世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

か
の
や
お
も
ち
ゃ
病
院
は
、
鹿
児

島
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
た

「
お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
養
成
講
座
」の

受
講
者
を
中
心
に
平
成
21
年
に
結
成

し
ま
し
た
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
16
人
。

毎
月
１
回「
病
院
」を
開
設
す
る
ほ
か
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
出
向
き
、
持

ち
込
ま
れ
た
お
も
ち
ゃ
を「
お
も
ち
ゃ

ド
ク
タ
ー
」が
修
理
し
ま
す
。

　

多
い
の
は
知
育
玩
具
や
ラ
ジ
コ
ン

な
ど
。
そ
の
日
に
直
る
も
の
か
ら
１
か

月
以
上
預
か
っ
て
修
理
す
る
も
の
ま
で

様
々
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー
ム
機

や
コ
ン
セ
ン
ト
に
プ
ラ
グ
を
挿
す
も
の

な
ど
で
な
け
れ
ば
、
受
診
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
直
し
た
お
も
ち
ゃ
の
数
は
、

１
，５
０
０
台
以
上
。
受
け
付
け
た
お

も
ち
ゃ
ご
と
に「
カ
ル
テ
」が
つ
く
ら
れ
、

そ
の
特
徴
や
壊
れ
た
症
状
、
施
し
た

修
理
方
法
や
写
真
な
ど
を
こ
と
細
か

に
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

修
理
方
法
や
お
も
ち
ゃ
本
来
の
動

き
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
そ
れ
を
全

国
の
お
も
ち
ゃ
病
院
な
ど
と
情
報
交

換
し
調
べ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

か
の
や
お
も
ち
ゃ
病
院
副
院
長
の

安
田
修お
さ
む

さ
ん
は
、こ
う
語
り
ま
す
。「
お

も
ち
ゃ
を
修
理
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
が
笑
顔
に
な
り
、
そ
の
笑
顔
を

見
た
大
人
も
笑
顔
に
な
る
。
そ
れ
が

お
も
ち
ゃ
病
院
の
一
番
の
や
り
が
い
で

す
」

No.12
社会
見学

大人の

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

か
の
や
お
も
ち
ゃ
病
院

お
も
ち
ゃ
を「
治な
お

」し
て

　
み
ん
な
の
笑
顔
を
つ
く
る

３
，０
０
０
羽
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
８
月
に
は
専
用
の
加
工
施
設

を
整
備
し
て
、生
産
に
加
え
て
加
工
・

販
売
も
本
格
的
に
始
め
ま
し
た
。

　

日
本
キ
ジ
の
飼
育
は
と
て
も
難
し

い
で
す
。ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
く
、

気
性
が
激
し
い
鳥
な
の
で
、
互
い
に

喧け
ん

嘩か

を
し
て
、
死
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
オ
ス
と

メ
ス
を
分
け
て
広
い
小
屋
で
平
飼
い

で
育
て
て
い
ま
す
。
食
べ
さ
せ
る
餌

も
、
鶏
等
と
は
違
い
ま
す
。
よ
く
運

動
す
る
キ
ジ
に
は
、
た
ん
ぱ
く
質
が

豊
富
な
餌
が
必
要
で
す
。こ
の
た
め
、

キ
ジ
に
適
し
た
餌
を
独
自
に
研
究
し

た
ほ
か
、
さ
つ
ま
い
も（
鹿
屋
産
紅

は
る
か
）な
ど
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

食
材
と
し
て
の
キ
ジ
は
流
通
量
が

少
な
く
、
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

外
国
の
品
種
。
日
本
キ
ジ
は
成
長
に

約
８
か
月
か
か
り
、
１
羽
か
ら
取
れ

る
肉
は
約
４
０
０
グ
ラ
ム
と
、
本
当

に
貴
重
な
食
材
と
言
え
ま
す
。
食
べ

方
は
、
基
本
的
に
鶏
肉
と
同
じ
調
理

法
で
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
刺
身
や

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
に
す
る
と
、
口

の
中
で
脂
が
溶
け
て
、
濃
厚
な
味
を

感
じ
ら
れ
ま
す
。
卵
は
、
卵
焼
き
に

す
る
と
巻
く
の
が
難
し
い
ぐ
ら
い
に

き
め
が
細
か
い
こ
と
と
、
肉
と
同
様

の
濃
厚
な
味
わ
い
が
特
徴
で
す
。

　

私
た
ち
の
日
本
キ
ジ
の
希
少
性
と

品
質
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
観
光
寝

台
列
車
や
東
京
の
ホ
テ
ル
内
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
で
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
食
材

と
し
て
は
ま
だ
マ
イ
ナ
ー
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
キ
ジ
を
守

る
と
と
も
に
、
日
本
キ
ジ
の
知
名
度

を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
「
け
ん
も
ほ
ろ
ろ
」「
頭
隠
し
て
尻

隠
さ
ず
」
と
い
っ
た
言
葉
の
由
来
に

な
っ
て
い
る
キ
ジ
。
中
で
も
特
に
貴

重
な
日
本
キ
ジ
が
、
鹿
屋
で
生
産
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
日
本
キ
ジ

の
生
産
・
加
工
・
販
売
を
行
う
、
日

本
キ
ジ
養
殖
セ
ン
タ
ー
小
倉
の
小
倉

直
樹
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
県
が
自
然
保
護
の
た
め
に
実
施

し
て
い
た「
放ほ
う

鳥ち
ょ
う

事
業
」
を
、
昭
和

50
年
ご
ろ
か
ら
父
が
受
託
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
一
家
で
日
本
キ
ジ
を

育
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

は
オ
ス
と
メ
ス
の
合
計
で
、
年
間
約

「おもちゃの修理には常に勉強が必
要です。メンバーも募集中」と語る
安田さん(左)

小お

倉ぐ
ら	

直な
お

樹き	

さ
ん

日
本
キ
ジ
養
殖
セ
ン
タ
ー
小
倉 

日
本
キ
ジ

日本キジ
養殖センター小倉
串良町細山田3683-10
☎0994-62-3242

かのやおもちゃ病院は、毎月第１土曜日の9:30 ～ 11:30にリナシティか
のやで開かれる。工具を手におもちゃを修理するのは「ドクター」たち。

取材日にも、おもちゃ病院には多くの家族が訪れた。おもちゃが元通
り動くのを確認すると、子どもにも大人にも笑顔があふれる。

社会
見学

大人の

鹿
屋
の
地
で
育
ま
れ
た

名
品
・
名
産
・
名
所
な
ど
の

よ
か
も
ん
を
ご
紹
介
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ペット葬祭・霊園
夢 眠
む ー みん

お問い合わせ・ご相談は

（有）池田大仏堂グループ
〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）〒893-0132 鹿児島県鹿屋市下高隈町6000-7（きもつき苑手前）

http://kanoya-pet.com/http://kanoya-pet.com/

一緒に過ごしてきた
家族だから感謝の気持ちを
込めてお見送り。

一緒に過ごしてきた
家族だから感謝の気持ちを
込めてお見送り。

たくさんの思い出を
ありがとう。
たくさんの思い出を
ありがとう。

☎0994-45-3400☎0994-45-3400

新中学生制服採寸受付中!新中学生制服採寸受付中!

いけのうえ
学生服・セーラー服の

市内各小・中学校標準服取扱店
鹿銀 ↑

至 

西
原

至 

寿
↓

↑
至 

高
隈

至 

市
役
所
↓

さ
つ
ま
七
十
七
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石

いけのうえ

ピット88
駐車場

※ピット88駐車場の
　無料券あります。

アーケード

小学生・中学生制服の
採寸特価セール実施中！！

お早めにご来店ください。
プレミアム商品券が使えます!!

©2007 TOMY

㈲池之上百貨店  鹿屋市向江町８-３ ☎ 42-2191　　0120-80-7777

鹿児島県鹿屋市札元１－22－34　
TEL 0994（43）2238（代）

URL http://www.shinsei-p.co.jp　E-MAIL kan@shinsei-p.co.jp

★サンプル以外のデザインも多数取り揃えております★

年賀状は、年末(2017年12月22日頃)まで受け付け
ております。お気軽にお問い合わせください。
★お年玉付年賀はがきは当社でもご用意できます★

絆をつなぐ、新年のご挨拶に。

承ります
年賀状印刷

年賀状の準備は
お済みですか？

田 崎 斎 場　鹿屋市田崎町 108
バイパス斎場　鹿屋市大浦町 14042-8　株式会社  Ligare

24時間
対応
☎0994-44-4440
0120-41-8844

家族葬の池田屋加盟店

ネットで話題の ! テレビで全国放映されました !
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広告のひろばは、各事業所の広告を掲載することで、市民の皆さんへの情報提供
を目的としています。また、市の自主財源確保の一環として行っています。
広告に関するお問い合わせは、印刷会社、市政策推進課になります。
お気軽にお問い合わせください。

広告のひろば
㈱新生社印刷

☎ 0994-43-2238
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